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一宮Tー

7月23日より開催された，第17回アドミラルズカッ

プ'89(英国・カウズ沖）にてニッポンチャレンジアメ

リカ杯1991クルーチーム19名は3艇に分乗して，国別

成績として7位獲得の好成績を上げた。

レース期間中は，例年になく軽風というコンディ

ションと好天に恵まれ，艇の性自助fウエートを高める

レース展開となった。

国別ランキング上位は，やはりAMERICA'SCUP参

加をめざす国々で占められている。艇別では第2レー

スで!!WILL(小田良司オーナー)''が，1位を獲得し，総

合成績でも日本チームとしては初の上位入賞をはた

す，2位の大健闘を見せている。

AMERICA'SCUPに向けての重要なトレーニングと

してのビックレースを終えたニッポンチャレンジク

ルーは，世界のレベルを再確認し，またひとまわり大

きなセーラーとして帰国した。





40FFMORf

P
ま、、』P、‐，、､_/／

／

／
ノ
ノ

ノ

／

／

豊壹
〆

■

烟鹸 虹

‘#尋 ﾕとユ
一

"蝿べ
〃

錘弔 I

唾
｜I．－

骸■
、

、①カップ°を手にする"WILL.'・スキッパー：小田良司｡クルー：三船、菊地、寺山、船山

佐藤、吉村、井原、小林、西川、水津、白石、清水、プラス外人助っ人6名の精鋭たち

ADM|RAL,SCUP’89SERlESRESULTS

bO○56■●旬･I●●巳■●■a■■●■｡■eQ■■●●■**OG■C●b■b■■■巳巳■■■●●●●■■●■QQO●■■■

S ailNo・YachtNameTeam

。。

ｂ
０
１
４

伽
ａ

●
‐
Ｔ
ｂ

Ｇ
ｎ
ｖ

Ｂ
昂
‐
瓜

。④

■
（
、
〕

叩
七

ｍ
【
Ｈ
岫

凸ｑ

■
戸
『
〕

。
【
Ｈ
恥

①心

如
４
①
●
酌
Ｒ

●
ｎ
『
〕

①
［
Ｈ
恥

。
ｎ
″
』

ｂ
、
【
い

■
『
Ｉ
Ｌ

。
［
Ｈ
小

●
‐
ｆ
も

。
Ｒ

令

叩
Ｊ

５
Ｆ
Ｏ
Ｂ

．
Ｐ
〕

５
Ｆ
４

Ｄ
ｎ
Ｕ

叩
◆
■
も

５
Ｆ
４

句
局
【
》

・
１
，
Ｍ

．
Ｃ

・
〃
ｆ
１
，

・
Ｆ
１

■
《
芦
》

●
、
皿

弛
Ｗ

●
ｎ
Ⅲ
〉

函
ノ

ｑ
Ｆ
ｌ

●
《
牌
》

■
ｍ
ｕ
ｏ

．
【
Ｈ

●
０
１
４

●
。
●
ｒ
八

●
戸
、
〕

０
０
３

１
５
９
７
５
５
７
２
３
６

０
０
９
０
３
４
Ｍ
８
７
０
３
３

８
０
３
９
３
２
３
８
１
１
０
０

１
４
１
９
１
１
１
４
１

Ｚ
Ａ
Ａ

Ｋ
Ｊ
Ｋ
６
Ｆ
Ｏ
Ｋ
Ｈ
Ｋ
Ｉ
Ｊ
Ｋ

JAMARELLA

WILL

LIBRAH

STOCKBROKER'SCONTAINER

CORUM89

ANDELSBANKENⅣ

JOINTVENTUREm

MEANMACHINE

GREATNEWS

MANDRAKEKRIZIA

ARECANBAY

TURK1SHDELIGHT

6.MAGUIRE/A.GRAY

R.0DA/R.0DA

P.LESTER/D.RICHWHITE

J･HOEST/J.HOEST

P.BRIAND/P・BRIAND

J.CHRISTENSEN/V・GREUL1CH

C・BEASHEL/R.ELLIOTT

P.DERIDDER/P.DERIDDER

R.SHORT/CALY.JONES/FORBES

F.FAVINI/G.CARRIERO

R.FRY/NIPPONCHALLENGE

M.NANBA/NIPPONCHALLENGE

l

②

3

4

UNITEDKINGDOM

JAPAN

NEWZEALAND

DENMARK

FRANCE

DENMARK

AUSTRALIA

NETHERLANDS

U.S､A、

ITALY

JAPAN

JAPAX

ｎ
Ｕ
ｑ
〕
３
八
．
戸
、
可
Ｌ
５
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
剣
１
５
（
Ｄ

Ｏ
（
Ｕ
４
０
８
０
５
５
０
５
５
↑
Ｄ

ｃ
ｇ
■
■
■
■
■
●
■
■
■
勺

０
０
４
０
４
０
０
０
０
４
０
３

４
４
３
４
３
４
３
３
４
３
３
３

２
４
７
１
６
３
０
９
５
９
５
３

１
１

２
２

へ
。
ｌ
▲
『
上
灯
４
４
４
ｎ
退
庁
Ｉ
Ｆ
○
庁
Ｉ
《
、
．
Ｒ
〕
Ａ
４

句
１
『
１
ｎ
色
ｎ
Ｊ
屯
１
，
乙
同
。

３
６
２
５
１
８
９
４
０
２
３
６

１

１
３
２
３

２
４
６
１
３
Ｆ
２
６
５
０
８
７

Ｎ
１
１
１
３
１

０

４
５
６
７
４
３
９
６
１
８
３
０

１

１
１
２
３

321.5

308.0

285.5

281.5

267.0

263.5

240.0

232.5

226.0

219.0

143.5

101.0

「
１
《
５
２
２
『
１
７
０
５
０
５
６
『
１

３
勺
１
『
上
司
１
句
１
向
乙
３
『
１
４
４

６

８
９
ｍ
⑳
⑭



n

L

5 of応"砿［

写真提供：日本チャレンジアメリカ杯'991委員会撮影：添畑薫



６0F応HORf

写真提供

際ヨットレース実行委員会本海国

し…スを終えて '89日本海国際ヨツトレース事務局長早瀬次郎

我々事務局は熱気につつまれました。

が，しかし一艇，また一艇とキャ

ンセルや音信不通の状況が続き，こ

れは第3レースのエントリーまて､も

つれ込みました。こんな時NORC

北海道支部長船木さんは私達に，

「ヨシ|､は海に浮かんで､みないとわ

からない，レースはそんなものだと

思って準備を進めよう」と言われ私

達素人チームは頭をかかえ込んだも

のです。（これは現実でした）こう

した中,レース開催に向け,参加艇や

陸上の無線局開局申請手続き，ヨッ

トマンや，艇の輸送の手配，各レー

スのカップ･の準備通訳の手配，室

蘭て､､の受け入れ，パーティの準備，

etC,etC,等。さらに中村部長と私達

はスポンサー集めに東奔西走してお

りました。雪まつりが終わり杣幌に

も春が訪れるころ，レース全体の輪

郭がおぼろげながら我々にも見えて

来ました，と同時にこのイベントに

向け，しておかなければならない事

の膨大さにも気がつき始めました。

恐らく同じ頃ソ連側も同じような状

況で､あったと私は感じております。

このとき私達はこのレースをサポー

トしきれるのかどうか不安になった

事もありましたがスタッフー同1ヶ

月半ほど休日返上，連日深夜勤務を

続けなんとかナホトカ出発の前に参

加者の皆さん，コミッティ，う。レス

の方々のビザ発給に漕ぎつけること

が出来ました。大勢の方々のご援助

によって'89日本海国際ヨツトレー

スは無事終了させていただくことが

-クランドー福岡』から転戦のDlCTATOR(NZ）

このレースは今年で5回目を迎

え，8月15H室蘭港での東側選手卜】

の出港式を最後に無事スケジュール

を終了しました。いま，我々スタッ

フは精算や*|浩書の作成等残務整理

に毎日おわれております。ふり返り

ますと，この一年間は，我々にとっ

て長いようて．とても短い時間で､した‘

このレースを運営するにあたり，ま

ず最初にとり組んだ仕事がルールづ

くりて譲した。ヨットのヨの字も知ら

ない私と木原局長はNORC宮坂，

朝河両氏と新潟空港て畿待ち合わせ，

初対面の御二方と一緒にハバロフス

クに直行。インツーリストホテルに

缶詰になり，実施要項や基本的な

レース運営についてソ連側と交渉，

調整を始めました。4泊5H連日深

夜に及ぶ会議の結果ソ連側副委員

長エメリアーノフ氏が心臓病て､倒れ

るというハブ。ニングもありました

が，一応の形をつけ帰国することが

出来ました。その後我々“ヨットを

知らない”チームは参加艇を募るた

めアメリカ，カナダ､，ヨーロッパを

始め世界各国に出発しました。その

結果一時はエントリー艇及び意志表

示艇は内外併せて40艇近くになり，

5枚帆が美しいケッチ、リートム（ソ連）

出来ました。南は九j‘|､|のオークラン

ドー福岡レース事務局の皆さん，ハ

ワイー広島レースの皆さん，北はN

ORC北海道の皆さん，室蘭フリー

トの方々，もちろんNORC本部の

皆さん，さらに外務省，海上保安庁

を始め，諸官庁の方々，参加ヨット

マンの皆さんそして室蘭港て・セール

にミシンをかけてくれた奥さん方，

そしてそして有形無形で，この日本

海レースを支援していただいた方挙
にこの誌面を拝借して我々スタッー

一同御礼申し上げ､ます。

本当にありがとうございました。

患

鍵

蕊
ウイペカのオーナー・スキッパー，M．

PE~｢ERSEN氏（上&下写真左端）とクルー
瀧

『オークラ

蕊蕊
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1位､1位､また1位､そして優勝ノぎハーフタイム戟可情
が多く，2人は昨年東京－小笠原

にのった市原,執行さんに頼む｡船積

1週間前テストセイリングをしてみ

るが軽風のためニューマスト・

ニューキールの強風時のテストが出

来ず不安を残す。資金面を初めとす

る種々の問題が次々と発生し何度も

参加を諦めねばならないかと思った

事もないて､はなかつたが，オーナー

としての責任とHTBの早瀬さんの

苦労を偲べばなんのこれしきと不退

転の決意で臨む。

ナホトカへ艇は，織姫，オッ

ショサン共々横浜から舟併貰みでナホ

トカへ。船積みの便がなかなか決ま

らず，夏休みの鍛朧期とあって|司行

のクルーの便が無く，出発間際まてﾞ

オッショサンの井上オーナーと横浜

マリンサーヒ、スとHTBの山崎さん

の1師子奮迅の努ﾉJで無事船積み完了も

別便のクルーは新潟から飛行機で､ハ

バロフスクへ，ハバロフスクから汽

車て､､15時間かけて，ナホ|､カヘ行く

予定であったが，台風て､橋が流れて

しまったとかで復l1lには3日はかか

るだろうと，全員莊然。ハバロフス

クの公|哀lの1ルーブルデスコでおお

いに騒ぐ・・急拠沿W〃ﾄ|スポーツ委員

会イリイン委員長が普段は外国人は

乗れないハバロフスクーウラジオス

トックの飛行機を用意してくれ無事

ナホトカへ予定どおり着いた。4年

まえには艇の整備等て､､自分の艇に行

くにもいちいちパスポートをチェッ

クされていたが。今|口Iは自由にｲjき

米できなんの不自由も感じなかった。

テストセイリンク等自由に港内を帆

走HI!来第一レース迄には十分整備が

て､､きた。

第一レースピヨトール大帝湾22

マイルのトライアンク守ルコースー

南の風風力l～2緯度経度て､､マー

クを指示されるがロラン，デッカ共

働かずチャー|､に位置を落としてみ

るが指定位置にマークブイが無い。

マーク探しは11､ン2トン勢におま

85年江差一ナホトカにハーフトン

のがめらで参加して台風の直撃にあ

いからくも2位，1位はロシナン

テ、ベーチェルはラタ､－|､ラブルで

リタイヤーという寒く辛い思い出が

ある。

進水87年ハーフトナーのロンク、

におけるつらさを散々味わい，多少

てゞも大きくしてみたいと，エミリー

の井本オーナーと此|11でハーフタイ

ムを進水させた。孜計思想として

ら海とヨットを週i:ii位て鱗丸ごと堪能

1111米るし，心ある仲間と語らい多く

の新しい知故を得られる。星空の-ド

デッキに横たわればきらめく星座と

天の川のなかを遊栴しているようで、

あり，どこまてゞも続く青空と青い海

に恵まれれば心の至#鄙亜まり生きて

いる幸せに酔いしれる。経験則から

いえばそんな幸せは311のレースの

うち半日あれば良いほうだ。第二に

今岡の後援である北海道テレビの早

瀬さんをはじめとする皆様のレース

に対する詳億,アメリカ,ニュージー

ランド,オーストラリア等熱心に参

加艇を集めに行き名実ともに国際

レースにしようという努力に共感し

た。第三に前艇の｢がめら｣で果たせ

なかった倒俳という夢に挑戦した。

準備前回のような台風さえ米な

ければナホトカー室蘭の2／3は軽風

のリーチング又はフリーと読み改造

を計画。資金の:'1てがつかずスポン

サーを探してみたが断念，改造が遅

れ船積2週間前に完成，改造点は1

トン7百のキールを1トン2百にし

形状も小さくし，インナーバラスト

を560キロ積み塒しし，マストを交

換した。クルー8人とするが2週|H1

の休みとなると都合が付かないもの

ぺーﾃﾝグはｸﾗｽIVリミットいつ
いの26フィート以~ﾄー に押さえ1卜

はし

ン勢に伍してI肌走ろうという事て．

あった。当然ロングにも|､ライアン

ク、ルのショートコースにも対応出来

るオールラウンドの艇である。

戦績この年室l淵一ナホトカのll

本海レースがあったが資金不足等の

極々 の理由によりll'!場を断念し秋の

ジャパンカッフ。六位入賞。88年東京

一小笠原レース550マイルに総合

倒勝。東京一小笠|ﾙ〔レースのような

強風の上りにはめっぽう強いが軽風

のレースには問題を残す。89年5月

の|對東ミドルポート選手権では6位

と賑わず対策を検討。

日本海レース参加の動機私はロ

ベグレースが大好きである。何故な

面
● |I｣
l蜂 ｣
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心配した台風もスタート時にはそ

れてしまい，それでも奥尻島まで12

ノットから25ノットの南西の風のス

ピンランを楽しんだもロランもデッ

カも利かないなか，ナビの松田が皆

に文句を言われながらも位置出しに

成功し霧で視界の悪いなか奥尻のエ

ンドを見事ランドホールに成功，松

田は迷ナピから名ナビに昇格。

霧がH冑れると鋤臣を視認，他にも

ソ連艇4艇も前後にh祷忍，後はベー

チェル，オッショサンの動向が気に

なる。奥尻から松前の上りレグでは

鋤臣にどんどん離され見失ってしま

う。津軽海峡では19時のロールコー

ルの時間には青森側の竜飛崎の灯台

を確認。視界良好，下北半島の大間

崎北海道側の汐首岬の灯が近くに見

えるなかを潮に乗ってストームスピ

ンで気持ち良く快走，恵山岬にむけ

ジヤイブをしたがジヤイブ中に雷雨

とブローに襲われデッキ上は混乱の

極致に江ってしまった。スピンを降

ろしゼアノをあげ船上を整理してさ

てコース郡薩忍と中の松田に声をか

けると，そこにみえる恵山岬をかわ

第1レースでのハーフタイムなる。』

かせして帆走に集中する。このレー鋤臣に｜

スにあわせて新調したライトゼノアう。鰯

が小気味良く奇麗なカーブを描きパルの時h

ワフルに展開している。上り角度もを確認。

スピードも申し分無い。これはいけ崎北海i

るとこの段階で自信を深める。結果えるなブ

修正1位。ンで諦

第ニレースナホトカー室蘭一ジヤイラ

台風13号の進行方向が気に駈る。とブロー

オッショサン鋤臣と多少の台風だっ極致に）

たら予定どおりスタートさせて欲しろしゼラ

いと舟木レース委員長に談判，ソ連てコーン

の記者から神風だねとひやかされる。けると，

<光>航海2,007海里
“光”はすで､にご存知の方も多いなりま

と思いますが，砂田信一オーナーが もつ

率いる世界のフ･レステージ，ナウわけで｜

タースワンの39フィートです。三陸沖

“光”は，7月17日にホームポートナーの

の逗子マリーナを出港。往路は女レース・

川，江差，函館を経て8月1日に沿筋が難

海州ナホトカへ入港。復路は室蘭，リーにI

宮古,小名浜などに寄港し,母港のポ切なフ』

ンツーンヘ無事に肪いをとったのがには運

8月21日でした｡この航跡は"光"に江差か（

とって初めての経験で，エピソード戻った’

を満載して戻ったユニークな船旅で前から［

した。まして航海の主な目的だった峡の逆ij

3回のレースを,1位,4位,1位向かい名

と決め，総合優勝を獲得，現地の表る機帆

彰式て頂戴したカップ類は総計26点ビードI

という，艇への収納に困ったほどの〈なり；

おまけ(?)がついて，もうオーナー以束の風；

下クルー全員の顔は崩れっぱなしにベリアラ

なりました。

もっともすべてが順副蒟帆だった

わけではありません。往路，やはり

三陸沖の海霧には悩まされ，オー

ナーの決断で装備したレーダーと

レースへの参加を六本木筋と霞ヶ関

筋が難色を示し，やむえずデリバ

リーに回った長嶺公成海自一佐の適

切なフォローがなければ，スムーズ

には運べなかったかも知れません。

江差から出国手続きのために函館に

戻ったレグも相当なものて､した。松

前から白神岬沖にかけっての津軽海

峡の逆潮は5Kt近<,運悪く風も真

向かい30Kt･全身にスフ。レイを浴び

る機帆走のフルスピードでも対地ス

ピードはほとんどゼロで，一時は青

くなりました。未知の日本海横断は

束の風を得て一気呵成。初めてのシ

ベリア大地をおそるおそる踏み，若

したら345度で上ってくれと言う。全

員で恵山の灯台を確認，よしメイン，

ゼノアを引き込め，レース本部に恵

山通過時間を連絡しろと‘|荒しい中に

も残り僅か30マイルに全員元気づく。

真っ暗な海に轟く雷，光る稲妻正

面の稲光のなかに連なる山々がみえ

る。30マイル向こうの山にしては大

きくみえるぜと言っているうち，ヘ

ルムを取っていた市原がアシ網だと

叫び舵を切る。油則1メートルに定

置網のブイカ漣なっている。灯質を

石薩恩すると恵山と思ったのは日浦岬

だった。レース本部に訂正の連絡皇
し，網にかからなかった幸せを噛

しめながら，気をとりなおして恵山

に向かう。恵山岬を交わすと丁度良

い吹き下ろしがありカームにかかる

事無く無事朝を迎える。朝方地球岬

を礪忍，前方に4艇を視認先行艇は

綱臣，よくぞここまで詰められたと

岸ギリギリコースを走らせた松田ナ

ビの名声大いに上がる。後ろを振り

返れば遥か彼方に何艇か見え，風も

落ちる事無く益々上がる様子にオッ

ショサンの動向が大いに気になった。

服部ー良

い女性の目を疑うほどの美貌と壮齢

のご婦人のご立派な体躯との関連

を，いかに納得するか，悩んて・い毎

間に第1レースが始まりましLG

“光”は超微風の中,10分前にス

タートしたIORク守ループに追い付

き半数近くを抜き去ったほどに見事

にすべり，あっけなく優勝，でもこ

の圧倒的な調子がかえって災いして

か，第2レースは不運また不運に見

舞われたのて．した。外洋に出た直

ノ

スビンランで突っ走る第2レースの光

（提供：オーシャンライフ社）
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修正結果1位ハーフタイム2位オッ場面を思い出し憂諺になり，もつと回航帰りは室蘭からクルージン

シヨサン3位緒賊臣だった。楽しくレースをやろうぜ，疑われるグ方々楽し〈帰りました。残念なが

第三レース地球岬沖トライアンようなコースをひくな，とおもわずら台風に恵まれ4日間も宮古にとじ

ク，ルコースー第一，第二レースのヘルムスとバウマンに当ってしまう。こめられましたが，岩手外洋帆走協

疲れを登別の温泉で癒し秘かに第三結果ソ連艇から抗議も出ず修正1位会の方々のおかげて港の人々のいつ

レースもトップ。を狙う。トラブッたハーフタイム，2位オッショサン，までおいてもいいぞ，よかったら1

り，ケースでもおこせばシリーズ3位緒賊臣となった。 年て、も置いておけ，という関東では

レースの勝利は無くなってしまう。結果総合優勝全レース1位一信じられない言葉も聞け，東北の人

無理は禁物と安全策を取る。あいに幸運と努力（クルー全員の）と精進の優しさを肌に感じました。岩手外

〈の天気で晴れていれば地球岬からの結果夢のような素晴らしい賞を得鞘帆走協会と漁師の方々の素晴らし

レースの模様を地元の人々にお見せた。カップ。ひとつひとつに想いでがい地元に密着した信頼関係を見るに

出来たのに残念だった。あり汗と笑いがある。つけNORC(誤解を恐れて言い換

ひたすら前の大型艇団に食い付き関係者の皆様ありがとうございまえれば海事思想委員会）の覇権主義

謎れない，小判鮫戦法に徹して今回した。1耶寺も笑って送り出してくれも反省の時期かなと考えさせられた。

，に素晴らしかったハルスピードをるやさしい奥さんにカップ。を捧げま宮古脅鋤て懐が寂しくなり飛び込

十分活かした。ただ潮の流れが異常す。みて、入り，言い値て愈泊めてくれた旅

に早く2回目のNo.2ブイで､十分余裕後書今回テレビ，新聞等の幸随館のおかみさん，食べきれないほど

を持って回ったが非常にブイと近は常になく派手にしていただいた。のおいしい料理，みんな良い思い出

かつた為後続のソ連艇からマーク特に8月27日のピツクスポーツではだも次回参加される方には行き帰り

タッチのアピールがあり当方接触し45分に渡り番組が組まれヨットを知とも回航で行かれることを勧めます。

ていないのでノータッチと怒鳴り野らない人にも分かりやすく全国に放最後になってしまいましたが，ソ連

球のセイフのジェスチャーで答える映された。NORC海事思想委員長沿海州スポーツ委員会のイリイン委

が，考えてみたらソ連艇が野球のサとしても北海道テレビに感謝します。貝長殿の我々参加者への暖かい思い

インが分かるか問題だ6NORCの全てのレースカ新聞，テやりと待遇に感謝します。日本とソ

審問に備え各艇の位置関係を頭にレビを賑あわす日が来ることを願い連のヨット乗りの友情が益々大きく

叩き込む。過去のケースのこじれたます。なる事を願います。

漣を蕊瀞簿鋳:"筍…』"X撚議蕊鍵議慰謝撫泌溌鍵溌溌蕊謹#ご…*職織熱蕊礁辮撚織雛灘灘灘爵懸懸蕊蕊灘繍灘繍熱辮

後，ふたつに別れたフリートの風の“光”では小笠原レースを完全優勝提出したﾌﾟロテスト（詳細はオフイ

乏しい方に位置したり，厄介なスピで飾ったメンバーとほとんど同じで、シヤルな報告に述べられると思いま

ントラブルを起こしたりして，それす。十数年来の仲間です。しっかりすのて願省きます）を含め，何から何

べも12Ktを表示するスピンランをと立ち直り，第3レースでは極度のまで初体験のアクションでした。只

，1，ﾉEけ必死に逃げたのですが，津軽海視界不良にもかかわらずコースのミ今現在はひとつひとつのエピソード

峡を渡って恵山岬を回り込んだ最後スもなく手際よく走り，ふたたび優を肴にしみじみと杯を傾けています。

のレグに入ったところて、，まず1時勝を手中にしたのでした。 それにしても，裏方に徹し嫌な顔を

間の凪，そしてフイニッシュの直終わってみれば，ハラハラドキドチラリとも見せずに飛び回って下

前，あとわずか2マイルのところキ血が昇ったり下がったり大忙しのさった,HTBの早瀬さん。思い詰め

で，3時間半，ゆらりゆらりと漂っ舞台でしたが，第2レースでは1位て提出した抗議耆をにこやかにウン

てしまったのです。艇上は次第に声2位3位の座を僚艇に譲りながらウンと頷きながら受け取って下さつ

がなくなりました。無言のクルーのも，総合優勝はしっかりと戴いたとた，レース委員長のNORC北海道

胸の内は，おそらく第1レースに圧ころが，どこかのクラスのどこかの支部長，船木さん。ほんとうにお世

勝して飲みまくったシャンパンの崇艇のように，オール1位を独占し恨話になりました。存分に遊ばせて戴

りか，キャビアを食べ過ぎた罰か，みを買ったのに比べ，“光”は親善きひたすら感謝する次第です。

それとも女の子に視線を吸い取られのキャッチフレーズに大いに貢献しなお，今回“光”のレースメン

た反動とかが渦巻いていたはずて験す。たフレンドリーなチームだったと自バーは，砂田信一オーナー以下，市

そのように思わなければこの不公平負しています。川徹，高橋良寿，服部一良，松本正

さには耐えられない程の時間て癖した。ともあれ,すべてが未知の航海,こ美，大嵩義幸，川辺隆，西松輝兼の

でもチームは，初代の“光”で烏れは関係者の一部からは相当なひん計8名でした。今後もよろしくお願

羽パールレースA総合優勝，二代目しゅ〈を買ったようですが,"光"がいします。
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｢三崎ヨット｣のサポート運用について…ご＝

今回のレース期間中の無線通信に

ついては，レース実行委員会，本部

IJ1走委員会，本部通信委員会，北海

道支部通信委員会との事前協議を綿

密に行なうことによりスタートした。

このレースは，ソビエトから室蘭と

いう2国にわたって開催される国際

ヨットレースであること。HTB(北

海道テレビ）をはじめ，報道機関が

スポンサーであること，北海道なら

ではの特殊事情があることなど，解

決しなければならない問題が山積み

されていた。そのうえ，ソビエト，

北海道，東京の距離は遠く，一つの

ことを決めるのも簡単に行かない。

こういった苦労のすえ，通信システ

ムおよび連用は次の通りと決まった。

1）参加艇全艇に国際VHF帯無線

機を搭載義務とする。

2）ロール・コールの時間を設定

し，参加艇は短波搭載艇，（織姫，

ハーフタイム）に位置を通報する。

3）綱臣，ハーフタイムはSSB短波

帯で直接三崎ヨットと交信をする。

4）直接綱臣，ハーフタイムと交信

て､､きない場合は，各艇協力して位置

を通報する。

5）近くに海上保安庁船舶，および

航空機が見えた場合，各艇は直接海

上保安｢湖舗白，航空機を呼びだし，

16CHで位置を通報する。

6）フィニッシュ通信については各

艇，恵山岬手前から室蘭ヨット宛71

CHで通信を行なう。

7）アマチュア無線については参加

艇の独自補助運用とする。

8）三崎ヨットと鋤臣，ハーフタイ

ムとの交信内容は，レース本部に連

絡するとともに,NTTテレフォン

サービスに録音しておき，関係者か

らの問い合わせに応じる。

8）鋤臣に同乗取材する予定の報道

記者からの新聞記事原稿を三崎ヨッ

トて、受信し，新聞社に転送する。

以上力事前の打ち合せで決定した

無線運用の柳各であるが，このうち

既にある「三崎ヨットの運用」以

外，今年の春の段階では全く白紙の

状態だった。レース実行委員会が一

から始め唾〈てはなら准かつたのだ。

1)特に,このレースに合わせて全艇

に国際VHF無線機を搭載させる。

2）さらに，無纈走事者を確保する

ために特別講習会を行産う。

3）非常態苦労をしてこのレースの

ために国際VHF海岸局「室蘭ヨッ

ト」を開設するなど，現地で苦労さ

れた実行委員会・HTBの皆さんの

努力を考えると，改めてレース開催

まて､の準備作業の大変さがわかる。

実際どれくらい大変であったかは，

「当事者のみ知る」で，担当者力書

かれると思うので､，ここではサポー

トを担当した「三崎ヨット」無線局

の様子と室蘭でのコミッティー雑感

について書くことにする。

。「三崎ヨット」は，今までの南向

けレースで､は十分な経験と実績を

もっているが北向きにはそのいずれ

もない。今だから言えるが今回のサ

ポートも全く手探りの状態だったの

だももっとも今年春の新局舎移転時

に油壺湾を見下ろす丘の上に新設さ

れた，高性能ロク讐ペリアンテナの性

能には期待以上のものがある。実

際今年の小笠原レースて､の運用を

見ると，今までのアンテナよりはる

かに効率がよいとのレポートがあっ

た。その他の電波情報等を総合判断

すると十分行けるという答えが返っ

てくる。失敗はないものと確信して

アンテナのビームをナホトカに向け

てレースのスタートを侍った。

◎8月7日19:30,第1回目の交信

を行なうために三崎ヨットに向かう。

既に今回のレースでオペレーターを

担当する吉岡君が無線機に電源をい

れスタンバイしている。吉岡はフ･ロ

の通信士の卵で将来は遠洋漁船の通

信士を目指している。三崎ヨットで

通信委員会／帆走委員会坂西正明

の実績もあり，若くても頼りになる

奴だ。簡単な打ち合せの後，時間の

くるのを待つ。なお今回から，三崎

ヨットからは,NEC9800を使った

ファックスで受信情報を関係各所に

送ることにした。

20:05三崎ヨットより，織臣，ハー

フタイムを呼ぶ。カンパツをいれず

織姫が応答してくる。何とマイクを

もっているのは古川オーナーだ。興

奮しているような声が聞こえて〈へ
受信状態は多少のフェージングが‘

るものの，混信もなく最高の状態だ。

まるて隣の部屋から電話をかけてい

るようだ。

早速，各艇のポジションを送って

くる。日本艇については，国際

VHFて､､つながっているという。外

国艇についてはヴィベカとベーチェ

ル以外の入電はない。言葉の問題が

あるという綱臣の説明だ。海況は西

の風4メートル，うねりが高いとい

う。もっと風が欲しいという鋤臣の

言葉には歴戦のレース艇の余裕さえ

感じられる。

◎参加各艇のポジションレポートの

後，同乗取材している朝日新聞の中

村記者が代わって無線に出てくる～

若い吉岡にとって，う。ロの新聞記,二.

が送ってくる原稿を受信するのは始

めての経験だも「早すぎたらどうす

ればいいのか｣，「ちゃんと通話表ど

うりに送ってくれるだろうか」とか

なり気にしている。そこへ中村記者

からの第1声，「明日は新聞休刊日

なので送る記事はありません｣。

緊張からは一時に解き放された

が，今日力新聞休刊日だったはず。

その旨中ｷ垢己者に伝えると，「5分

後にもう一度呼びます」という。そ

の間にファックス原稿を作成し，

次々と送信していく。若い吉岡の機

械の扱いをマスターしていくスピー

ドは脱帽物だも

5分後に中村記者から送信されて



きた記事は「和文通話表」を使った

電報型式ではなく，通常の「平文」

で吉岡は手こずっている。朝日新聞

からの電話を侍っていたのではいつ

までも帰れないので，取り合えずこ

ちらから連絡をいれることにする。

中村記者との事前の打ち合せでは，

朝日新聞側から聞いてくることに

なっていたはずなのに，電話口て運

動部の人に「次は何時ですか。わ

かったら連絡してください」といわ

れ，つい気迫につられて「わかりま

した」と言ってしまったと吉岡は悔

よんでいる。若さの負けである。
浅念ながら，この記事は翌日の新

聞には載らなかった。その後，ロー

ル・コールの度に中村記者から送ら

れてきた記事は朝日新聞上に載り，

一般の読者にこのヨットレースを周

知させるのに大いに役立った。その

新聞紙首のボリュームと内容はさす

がHTBのサポートの力である。

C鵜倣臣からの交信は,11:05と20:05

の1日2回行なったが，スタート後

2日目のスピンランで各艇の距離が

離れてしまったのか，3回目の交信

時（8月8日19:00)にはハーフタ

イム，オツシヨサンの2艇からの入

電しか無かった。しかし，津軽海峡

を抜ける辺りからは，再び日本艇の

猿報が入っているが,依然として外

1挺の位置については入電がない。

三崎ヨット無線局は織姫および

ハーフタイムがフィニッシュしたの

で，8月10日11:05のロール・コー

ルを待たずにスタンバイに入ること

にした。その後，最終結果をテレ

フォンサービスに録音した後，全て

の作業を終了し閉局した。

◎今回のレース期間を通じて，北向

きの空中状態はすばらしく良く，心

配された漁船等による混信意味不

明のウッドペッカーノイズに妨害さ

れることも無かった。使用する周波

数，混信の少ない通信時間帯の設

定，ヨット側で､の無線機の適切な保

守点検が行なわれていれば，短皮帯

SSBを使った通信方法は「現段階」

11

では，長距離外洋ヨットレースの

もっとも有効な通信手段であること

が改めて確認て鹸きた。

◎最後に，室蘭でのコミッテイーで

気のついたことを書いておく。

ヨットレースも年々その規模を拡

大させ，イベントとしての性格をも

つようになると参加者に加えて，さ

まざまなﾀ倍E関係者，スタッフ，コ

ミッテイーが動くようになる。そし

て，規模が大きくなればなるほど，

レースの成功を我がことのように喜

んで動いてくれる人が必要になり，

その数の多い少ないでそのイベント

の成功，失敗は決まるといっても過

言ではない。

一方，レース参加者は風任せ。十

分レースを楽しんで帰ってくれば良

いわけで，参加者がどれくらい楽し

めたかて､､，レースそのものの価値が

決まるところもある。運営サイドを

担当している関係者，スタッフ，

コミッテイーの努力などに表面に出

なければ出ないほど，パーティーは

盛り上がるというものだから。

ところが今回のようにマスコミを

始め民間，市行政が一丸となってサ

ポートしているレースの場合，それ

ぞれに，さまざまな「難しい事|冑」

があり，通常のヨットレースコミッ

ティーとは違った対応が必要となる。

コミッテイーには参加艇の動静を把

握していることが普段以上に要求さ

れるのだ。まして，フィニッシュ時

間が深夜ともなると，それぞれ対応

する部署によっては人の手配力難し

いといった問題も出てくる。上争ザを

もたない外国人クルーが乗っている

などという，不確実な情報にも対応

を迫られるのだ｡こちらは遊びで

も，相手は違うというわけだ。

参加艇とて，疲れて帰ってくるわ

けだし，未知の港に始めてフィニッ

シュするほど厭なものはない。早く

安全にフィニッシュして欲しい。何

とか暖かく迎えてやりたい。室蘭

に，北海道に来てよかったなという

印象をもって帰って欲しいと民，行

Of応"0Rf

政サイドの誰もが願っていた。中に

は，丸2日間，寝ないで対応に追わ

れていたスタッフもいたくらいだ。

そういった状況の中で，う。ロテス

トが提出された。レースコミッ

ティーが無線で情報を与えすぎたこ

とにより，自分たちが不利益を被っ

たというのだbう。ロテストの詳しい

内容については，ここには書かない。

しかし，このレースの「親善」とい

う主旨を考えたら，理解に苦しむと

いう関係者，スタッフが多くいて，

コミッティーとしては，ただただ説

明に困った場面があったことだけは

書いておきたい。

もう一つやり切れない気持ちにさ

せられた事があった。フ･ロテスト処

理の段階で見つかった，う。ロテスト

提出者側の出艇申告書の記載不備と

いう「失格に値するような」ミスだ。

これなどはレース中何もなかったか

ら良いようなもの，わずか2週間前

の鳥羽レースでの一件を考えると，

人には言えないだけになおのこと，

やり場のない気持ちにさせられた。

「ルールはルールだから」と言って

う。ロテストを出す行為と，最低限必

要な書類のスミにまて、目がいきとど

かない事との間のギャップは広すぎ

る。だからこそ対応に苦しむのだ。

ヨットレースは各地て、今後とも発

展し，参加艇も益々増えていくだろ

う。そして，参加艇が増えれば増え

るほど，今以上に多くの地元の部外

関係者の協力が必要になる。確かに

ヨットレースはルールを楽しむス

ポーツかも知れない。ルールは複雑

で部外者にとっては難しいかも知れ

ない。しかし外部の協力者がヨット

レースを理解してつき合う接点は，

ルールではなく，自然とひたむきに

戦っている人間に対する基本的な，

あこがれにも似た「共感」なのでは

ないだろうか。今回も，この善意の

第3者が大勢いて，ヨットレースが

成り立ち，成功したことを忘れない

て欲しい｡｢美酒｣を飲むためには細

心の注意を払うことが必要産のです。
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３
１
５
２
３
３
５

１
０
８
４
２
０
１
５
１
７
８

１
４
１
４
１
５
５
３

１０
６
９
１
８
０
０
０
１
１
１

７
７
６
７
６
７
７
７
７
７
８

８
０
２
８
９
鍔
Ｄ
ｑ
１
８
４
０
７

Ｐ
ｏ
０
７
０
《
Ｕ
８
０
《
５
０
４
４

《
Ｄ
９
５
２
１
ｎ
Ｊ
Ｏ
命
、
５
勺
１
，
一

六
Ｏ
３
３
５
４
Ｑ
》
７
７
０
４
１

宮
。
ク
】
６
八
、
Ｒ
リ
ク
】
ｎ
ｄ
４
〔
６
９
（
Ｕ

Ｑ
》
０
０
《
Ｕ
《
Ｕ
令
１
勺
１
勺
１
，
１
１
戸
０

勺
ｌ
２
２
２
ｎ
ｆ
ｎ
色
２
２
２
２
，
必

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

。
■
■
●
■
■
Ｐ
ｐ
■
■
■
■

４
２
０
８
６
４
２
０
８
６
４
２

２
２
２
１
１
１
１
１

０ＮＡ

Ｌ
Ａ

Ａ
Ｙ
Ｉ

Ｅ

Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｚ
Ｎ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ
ｎ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
６

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｌ
Ⅱ
Ｓ
Ｓ
Ｌ

Ａ
Ａ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｕ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｎ
Ｕ
Ⅱ
ｕ
Ｐ
Ｈ
Ｕ
１
８

６
０
２
７
１
３
４
５
８
９
１
Ｔ

１

１
ＥＲ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
１
１

《
一

０ＶＡＴＳＯＯＨＯＲ
Ｒ
Ａ
Ｏ
Ｐ
８
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ａ
Ｅ

■
Ｌ
ｌ
ｐ
Ａ
８
Ｓ
Ｏ 1句Rn

｣｡．D‘

START19898/710:0.0DISTANCE427MSCOR・COEFF1．N=2SCANDlCAPDlVlS10N

価
Ｑ
Ｔ
Ｎ

ＮＥ 所要タイム

HMS

修正ﾀｲﾑ

㈱

修正

順位
YACHTNAME 着順OWNER NATlONALlTY LOA R,、 T,A SCORE

０
４
７

１

Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｒ

Ｒ

Ａ
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｉ
１
Ｘ

Ⅲ
ｗ
Ｒ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
＆
ｌ

Ｏ
Ｒ
０
Ｅ
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ｎ
ｌ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ａ

Ｂ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｋ

Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ａ
ｌ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｍ

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｋ
Ｙ
Ｒ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｖ
Ｔ

ｌ
Ａ
０
ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｅ
‐
ｌ
ｌ

Ｓ
６
Ｍ
Ｈ
Ｆ
Ｍ
Ｄ
６
Ｈ
Ｖ
Ｒ

ＡｆＡ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｏ
Ｚ
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｅ
Ｔ

Ｏ
日
ｌ
Ｎ
１
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｈ
Ｕ
Ｚ
ｌ
Ｕ
Ｒ
Ⅱ

Ａ
Ｋ
Ｃ
Ｓ
ｌ
Ｋ
Ｅ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｕ
Ⅱ
１
０
０
Ｔ
Ｋ

Ｈ
Ｋ
ｌ
Ｈ
０
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ｔ

Ｕ
Ｓ
ｌ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｐ
Ｒ

Ｉ
ｌ
Ｋ
Ｃ
Ｋ
Ｏ
１
Ａ
Ｏ

Ａ
ｌ
ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ｎ
Ｐ

Ｈ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

０
．
Ⅱ
Ｒ
Ｎ
ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
Ｊ

Ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｋ
Ｋ
ｌ
０
１
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｅ
Ｒ

Ｈ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
Ｋ

《
Ｕ
５
０
０
８
３
６
５
０
６

ｎ
Ｊ
６
１
ワ
』
ｎ
Ｕ
５
４
１
４
８

ｎ
Ｕ
９
０
？
』
０
８
２
１
０
ワ
』

１
勺
１
勺
１
１
１
１
勺
１
２

０
０
５
５
０
５
５
０
０
５
０

５
３
３
０
８
９
８
９
９
４
８

７
７
７
９
５
６
８
８
７
２
９
１

７
２
０
Ｆ
○
２
９
２
句
１
４
９

４
５
．
４
１
３
４
５

Ｆ
０
屯
１
６
０
５
０
６
８
９
９

戸
０
２
２
５
４
１
２
３

〔
５
０
．
１
６
７
０
勺
１
勺
１
６
６

（
、
７
．
７
６
８
８
万
１
７
７
６

４
２
３
４
４
３
２
１
２
７

７
２
３
８
７
５
４
９
６
８

３
０
８
７
５
４
３
８
９
４

９
８
２
８
９
０
２
３
３
３

－
一
一
１
２
２
２
２
４

３
４
６
２
０
９
５
７
８
１
Ｔ

１

ＥＲ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
■
●
●
合
や
●
。
●
④
凸

２
０
８
６
４
２
０
８
６
４
２

２
２
１
１
１
１
１

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
・
Ｒ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｓ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
・
Ｓ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｕ
Ｕ

３
２
９
３
４
８
０
８
６
６
０

０
１
０
４
９
２
５
４
８
５
２

６
６
６
５
６
６
５
５
５
４
５

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

２
８
１
３
６
１
９
１

(注：シリーズ成績は8月号13頁に掲載）



13 OFFWORf

3rdRACE

RACECOMMITTEEMIKIYAFUNAKI
IORCLASS

__‐‐‐’

START19898/139:00SCOR.COEFFI.N=1WINDCOND.8m/s

所要タイム修正タイムNATIONALITYLOAR･ftT.C､F･
HMS（秒）

DISTANCE21M

修正
順位SCORE

００
Ｏ
Ｙ
Ｖ
Ａ
Ａ
Ｚ
Ｔ
Ｇ

Ｍ
Ｓ
Ｏ

Ｅ
Ｏ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
Ｈ
Ｔ
０

０
Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ｄ
恥
Ａ
、
Ⅲ
Ｕ
ｐ
鵬
Ｉ
し
り
恥

【
減
〕
ｗ
Ｗ
ｗ
ｎ
且
Ｌ
Ａ
肥
《
、
〕
Ｎ
即
ｄ
Ａ
ｍ
ｎ
Ｆ
〔
叩
）
０
Ｏ
Ｕ

Ｎ
Ⅲ
Ａ
八
Ｍ
Ｕ
卸
Ｗ
Ⅷ
戸
Ｌ
ｎ
ｒ
ｎ
Ｕ
口
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｗ
Ｈ
”
Ｋ
恥
ｎ
叩
》
‐
、
胆
。
Ｉ
哩
戸
、
）
（
⑪
〉
ｖ
ｎ

ｎ
Ｕ
凸
八
皿
叩
Ｎ
卵
ｖ
八
Ｉ
ｌ
Ｄ
恥
ｑ
ｕ
１
』
抗
Ｒ
ｕ
（
、
〕

が
、
）
Ｉ
ｌ
Ｗ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｙ
、
ｎ
脚
】
《
Ⅱ
Ｕ
ｎ
ｖ
ｌ
ｌ
島
Ｍ
叫

凸
、
、
、
小
Ｐ
〕
ｃ
Ｊ
Ｔ
ｌ
ｖ
Ａ
Ｗ
ｎ
Ｍ
Ⅲ
、
Ⅱ
》

【
脚
〕
Ⅲ
Ｕ
〔
閏
〕
Ｍ
Ｎ
呼
戸
隅
】
【
、
〕
口
Ｕ
【
Ｈ
】
Ｍ
凹
里

”
Ｉ
ｌ
ｒ
ｎ
ｎ
Ｈ
４
戸
じ
Ｉ
ｌ
ｎ
ｒ
Ｍ
凧
ｖ
ｉ
Ｍ
Ｎ

Ｗ
Ｈ
皿
Ⅱ
Ｕ
両
脚
４
Ｙ
、
ｌ
Ⅱ
、
叶
い
Ｉ
凸
叩
Ⅱ
Ｕ

《
、
〕
Ｑ
〕
（
Ⅲ
）
●
ノ
ノ
〃
ｎ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
〕
ｒ
眺
丙
Ⅱ
》
Ｍ
偶

（
Ⅲ
〉
Ⅱ
Ｕ
Ｗ
Ｕ
ｎ
Ｕ
（
、
〕
ｎ
Ｕ
Ａ
ｎ
Ｔ
ｕ
両
瞬
】
Ｉ
ｌ

Ｖ
Ｏ
ワ
ム
〔
、
〕
Ⅶ
ｕ
隅
町
Ｈ
Ｍ
”
Ｈ
皿
（
蕊
〕
Ｐ
Ｗ
Ｖ

ｌ
Ⅲ
恥
Ⅶ
脚
恥
且
弘
Ⅶ
叩
Ⅳ

画
Ｖ
ｌ
■

Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｎ
ＮＥ

sc｡RE|所要タイム
HMS

修正タイム
（秒）

修正
順位

YACHTNAME NATIONALITY LOA R､ft T､C･F 着順

５
９
８
２
３
２
４
７
１
０
１
６

１

１
１

HALFTIME

OTSHOSAN

ORIHIME

VETER

CAPTAINPENAEV

BAGIRA

DICTATOR

LIDER

RYBAKPRIMOR,JA
RIF

ADMIRALNEVEL，SKOJ
KAMANDORBERINGi

Ｎ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
人
Ａ
Ｊ
Ｊ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
６
９
４
９
５
４
５
２
４
１
４

９
８
４
９
９
５
７
４
２
９
７
８

■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
。
■
。
●

５
２
１
３
３
４
９
４
４
４
４
４

２
２
３
３
３
３
２
３
３
３
３
３

７
５
３
４
０
０
２
０

６
７
０
６
６
０
６
５

０
９
１
３
３
７
３
３

１
１
１
１
１
１
１

９
１
１
５
０
７
３
９
９
１
１
２

８
８
１
２
３
７
５
６
４
１
９
０

６
３
２
４
４
４
０
４
４
５
４
５

７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

７
３
０
５
５
３
６
７
４
３
３

１
４
４
２
４
３
３
１

３
４
７
５
９
１
５
３
６
７
９

３
５
２
２
２
３
４
３
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

７
２
６
０
４
３
７
３
０
７
５

０
２
８
０
４
０
０
０
２
４
２

６
０
１
４
６
８
８
９
０
１
２

２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
３
９
０
０
１
７
６
３
８
０

５
１
２
１
３
４
０
６
７
８
９
ｓ

１

１

Ｎ０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

■
■
■
●
Ｕ
Ｕ
Ｑ
●
■
■
■
●

２
１
０
９
８
７
６
５
４
３
２
１

１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
１
１

JAPAN

USSR

HUMGARY

USSR

NEWZEALAND

USSR

USSR

USSR

POLAND

BULGARIA

SCANDlCAPDⅣISlON

修溌‘’
Ｖ
Ｌ［
Ⅲ
‐

、
Ｉ
Ｏ

Ｎ
伽
Ｎ
師

ｐ
〕 所要タイム

HMS
修正
順位

YACHTNAME OWNER NATlONALlTY LOA

R,’ 着順T･A SCORE
L

５
０
１
８
７
４
６
３
１
９
２

１

１

Ｓ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｏ

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ

ｌ
Ａ
Ｘ
Ｕ

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｈ

Ｉ
ｌ
Ｓ
Ｉ
＆

Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｇ
Ｒ
Ｉ

ｌ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｏ

Ｒ
８
Ｏ
１
Ｐ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｎ

Ａ
０
Ａ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
８
Ⅱ
Ｉ

Ｋ
Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｍ
０
Ｖ
Ｔ
Ｙ

ｌ
ｌ
Ｏ
Ｅ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｅ
ｌ
ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
６
Ｈ
Ｏ
Ｖ
Ｒ
Ｆ

ＡＷ
Ａ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｚ
Ｉ
Ｅ
Ｏ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｅ
Ｔ
Ｎ

Ｎ
０
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ｍ
Ｚ

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
０
１

Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｕ
Ｉ
Ｕ
Ｔ
Ｋ
Ｉ

Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｈ
０
Ｆ
Ｅ
Ｔ

Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｋ

Ｉ
Ａ
０
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｎ
Ｐ
ｌ

Ｎ
Ｈ
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ａ
Ｓ
ｌ
Ｓ
Ⅱ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｒ
Ｒ
Ｕ
Ｏ
Ｌ
Ｊ
Ｉ

Ｎ
Ｒ
Ｋ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｒ

ｌ
ｌ
Ａ
ｌ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ⅱ
Ｋ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
・
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｐ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
・
Ｓ
Ａ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｕ
Ｕ
Ｊ

|鵬： ５
０
５
５
５
０
０
０
５
０
０

０
５
８
９
３
３
９
９
４
８
８

９
７
８
６
７
７
７
８
２
９
５

１

３
６
８
５
１
３
４
７
７
６
１

５
９
５
１
０
０
８
５
８
３
６

５
５
５
６
６
６
５
５
４
５
６

２
１
０
３
８
７
１
３

２
４
３
１
５

８
２
３
０
５
７
７
５

３
５
５
５
５

４
５
５
６
５
５
５
５

９
５
２
８
７
４
７
６

８
４
６
８
１
７
０
０

０
６
４
６
７
７
２
６

５
５
６
８
８
８
９
９

１
２
３
８
５
６
７
４
Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

■
■
●
■
■
■
●
■
●
■
●

１
０
９
８
７
６
５
４
１
１
１

１
１
１
２
３
４
５
６
７
８

６
３
０
５
０
５
６
８

４
５
１
６
４
１
８
０

Ｆ
●
■
■
甲
。
■
旬

２
８
０
９
０
１
２
０

１
１
１
１
２
１

へ

’’
室蘭OPENCLASS

、
Ｖ
ｌ
●

Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ｎ
Ｎ８ 所要タイム

HMS
修正ﾀｲﾑ
（秒）

修正
順位

YACHTNAME OWNER NATIONALITY LOA R、ft 着順T,C,F

、
鼻
４
１
７
８
６
３
５

木立博
小野栄一
和泉周二
岩本聖午
岸信一
富山稔
若井敬一
奈良崎

スナッティ

ゲンゴロウ

NYX

タイフーン

アフィニテJ

静香
けんよし
翼Ⅲ

青森
室蘭
函館
室蘭
室蘭
室蘭
青森
室蘭

０
０
０
９
４
４
０
０

２
３
０
８
８
５
９
９

■
■
●
●
■
■
●
●

２
３
５
４
５
８
９
２

２
２
２
１
１
１
１
２

１
７
０
８
９
５
０
５

１
２
０
５
７
０
６
８

３
４
６
４
５
９
０
３

７
７
７
６
６
６
７
７

。
■
。
■
■
●
■
■

０
０
０
０
０
０
０
０

３
１
０

２
４
７
８
８
５
５

５
５
５

７
６
８

３
３
４

８
８
２

４
９
３

３
５
６

１
１
１

１
３
２
Ｆ
Ｆ
Ｔ
Ｆ
Ｆ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
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EPIRB頒布のお知らせ
安全委員会

通信委員会

EPIRB(EmelgalcyPositionhldicatingRadioBeacon)

とは、緊急時に自艇の位置を知らせる電波を発信する

無線機て､す。その効力は多くの海難事故で証明されて

おり，その有用性は広く認められています。

＝、そこで､ORCでは1986年より，カテゴリーO～1の外
洋レース参加艇に塔載を義務付け，ヨットの安全を図

っていました。わが国て、は諸法令との関連があって採

用が遅れていましたが，今年,1989年よりNORCの

カテゴリーO～lのレースに採用を予定しています。

そこで通信委員会て､は，米国製のヨット用EPIRB

（通常型)の輸入窓口となり，会員の便を図ることにし

ました。現行法の規制ではEPIRB塔載にはSSB

またはVHFの船舶局の免許が必要て､､,EPIRB単

独では免許が取れませんが，自艇の安全確保のため，

ぜひとも塔載をおすすめします。

●ACRエレクトロニクス製RLB-20

●使用周波数121.5および243.0MHz

●出力75mW

●電源専用電池

●操作完全防水なので水上でも使用可｡デッキ上,ラ

イフラフト，叉はライフジャケット等にラニヤード

で取り付け，アンテナを立て，垂直にしてスイッチ

をONにするだけで電波を発信。

●サイズ・重量高さ40.6cm(アンテナを立てると99

cnｳ、直径7.6cm、重量約1.8kg

●価格61,800円（消費税を含む）

★EPIRBのお申し込み，およびご質問はNORC

本部事務局(aO3-504-1911)まで､。

7

EPlRB本体（右下）とその専用ブラケット
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石原裕次郎メモリアルヨットレース'89成績表
レース委員長小沢美弘

スタート1989年9月10B10時45分0秒風速6m/s距離17MAクラスレース成績表

到着時間｜所要時間
MDHMSlHMS

Ｉ
‐
】
６

１
１
４
《
Ｕｉ
Ｓ
艇名 到着順位修正時 総合順位cIass オーナー TYpr

l』iし R,、 T､A

海太朗千葉育夫

摩利支天武田勝彦

NINJA西田隆太郎

KARASU斜森保雄

光砂田信一

AMATORA佐々木義隆

HALFTIME田沼英明

SLEEPER武部喜一

織姫古川保夫

BJ-7猪狩光清

BLUENOTE五十井進

LAVIEENROSE沢野裕治

FRENCHKISS山科誠

PALMAXm大川勲

RIPPLEⅢ硲俊弘

GOODNEWS金原泰博

ELECTRON小高敏夫

CONTESSAⅧ石原慎太郎

BE-ONE合田耕平

BIGAPPLE松田栄夫

MERLUZAV杉田泰一

Q'ROKUO溝口哲也

INDEPENDENCEV平松栄一

慎記郎蝶野春太郎

無双山崎芳夫

倭建山口徳行

ESMELARDA植松真

SYLPHIDES蒲谷和行

SUMMERKNOWS高村宏

TRACER三宅智久

紫魂土橋照泰

写楽熱田二士行

FUJIⅢ藤本達雄

きんぽち森輝夫

再見高橋伸博

夕焼け小焼け西脇豊

SOARING梶木勝

だぼはぜv土肥丈志

RACCOON弘義行

SAMOAV大石巌

BASlC小板橋博行

あずさ杉村直樹

ARC-EN-CIELI福田祐一郎

ANlI井上美悠紀

月光V並木茂士

POiNCIANA大杉文哉

KAYBE小川利男

一乗Ⅲ鈴木道雄

TURTLEⅣ増田順一

FIRST池田栄宏

BUMBLEBEEⅢ山崎隆幸

ROUGE能篠秀夫

SWEETBASIL坂東陽一郎

JACKTARI林列成

THETlS山崎利治

KELONIA大谷正彦

ISIS北中壮彦

Dr.WITCH野内宏之

FINMARCHEUR渡辺伸一

KAYSEVEN栗林定友

SONNBLUME戸田宏

AEOLUS西尾正昭

CAPTAINCARIBE桜田隆

竜王丸倉持和夫
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５
５
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Ｌ
・
ｌ
０
Ａ
Ｎ
Ｓ 到着時間

MDHMS

所要時間
HMS

class 艇名 オーナー TYPE R､、 修正時T・A 到着順位 総合順位

A3426

1403

3592

3967

3531

3877

381

3479

3713

3590

1960

3719

1978

2219

2662

2011

2967

2965

1044

DANCEOFMAGIC

VOLANSⅢ

LAHAINAⅢ

CARIBBEANm

陽焔

GUANDALINA

八丈V

STARBOARDJr･

さち風

VlGOROUS

HlPPO

FLAMME

SERENDlPlTYⅢ

PEGASUS

ARlADNEm

SAVAGE

HOLIDAY

つるぎ

TELENATIQUE

へ

DNF；ROCINANTE，あきづき,SUNSPINNER,STAYER,TACHYON,GORGON,桜工11，潮路Ⅲ，VEGAV，TO

RNADOU，KEI，KUVERAⅡ，SUNBEAMI，TRADEWIND,SCLOUD，おおみずなぎどり，BIGDEAL，FLYI

NGTINKERBELL,PAULISTANA,TWILIGHT,奈美，GOODONE，おいどん，都風，DRACHEN，LEILANI,

PASSAGE，ELANORI‘風神丸，MISTRAL，BADBOY，AKI－l，海援隊，後継丸，JOJO，SPRING，CONTESSI

NA#ASSOCIATE,SUNRISE,MOREJOYSEIS｣PUSSYCATS,MORNINGCLOUD,OTSHOSAN,
WlNDJAMMER，第一花丸

Bクラスレース成績表 スタート9月10日10時55分0秒

Ｌ
・
Ｉ
０
Ａ
Ｎ
Ｓ 所要時間

HMS
class 艇名 オーナー TYPE 修正時R,、 到着順位 総合順位

内海哲

赤坂勝良

古川哲信

岡田進

大武幸夫

藤原孝一

大川雅士

鈴木礼三

石塚益男

田口隆也

北崎敦

平賀威

林秀雄

保刈理

江崎真澄

天野貴之

岩間孝雄

田中秀享

小川精二

B ９
８
３
１
６
７
０
５
２
８
４
９
６
８
４
４
７
０
０

３
６
６
８
５
５
７
７
３
２
８
１
５
７
３
２
４
５
７

１
８
３
４
１
１
７
１
０
５
５
３
５
５
８
５
３
０
５

４
３
３
８
４
３
２
４
３
３
３
３
３
３
３
４
２

NOPROBLEM

OPABINlA

WOODSTOCK

フェリシア

ROMAN

BLUERIBON

FAREAST

JuNEBRlDE、

フノレーノ、

SCHEHERAZADE

NOPROBLEM

かまくらI

SUPERSTAR

PERO

DHARMA

ラシャンテーズ

BLUE,ROMAN

TIMEPASSAGE

マンボウ

５
３
Ｎ
７
２
０
Ｓ
３
０
６
４
０
４
４
４
０

Ｓ
５
１
３
０
３
０
３
３
２
２
３
２
２
２
３

５
３
４
３

３
Ｎ
Ｎ
Ｓ
Ｌ
Ｎ
８
－
Ｖ
－
－
－
Ｎ

Ｗ
Ｋ
Ｖ
８
‐
Ｍ
０
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ｌ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｖ
Ｌ
Ｅ
Ｖ

Ｓ
Ｙ
Ｏ
Ｙ

Ｆ ０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
６
２
２
４
９
３
３
５
１
６
５
６
１
３
２
７
８
８

４
５
２
４
３
４
２
１
３
４
５
２
４
３
５
３
４

７
０
３
７
４
８
１
５
７
０
０
０
２
２
４
９
９
０
２

１
２
２
３
３
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５

２
６
２
２
４
９
３
３
５
１
６
５
６
１
３
２
７
８
８

６
５
８
４
８
１
０
２
３
３
４
５
４
６
４
７
９
３
６

８
０
７
０
４
７
９
１
２
４
４
４
５
５
６
９
９
０
１

４
５
５
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

へ

Ｏ
Ｃ
５
６
３
２
Ｎ
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｙ

『 EDV30

Ａ
，
シ
ラ

Ｐ
Ｅ
ル
モ

ー
Ｇ
ド

Ⅲ
Ｕ
，
ｓ

ｏ
王
Ｒ

Ａ
Ｒ
明
Ｕ

Ｒ
大
Ａ

Ｏ
Ｎ
，
Ｓ

Ｘ
Ｉ
Ｈ
ｌ

Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｈ

，
Ｕ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
Ａ
Ｎ

Ｎ
Ｍ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
，
Ａ
Ｍ

Ｌ
里
Ｍ
Ａ

Ｏ
久
Ａ
Ｍ

Ｊ
阿
‐
，

，
，
Ａ
風

月
歩
Ｙ
易

葉
‐
Ｉ
貿

‐
Ｓ
Ｎ
，

Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｈ
Ｋ
Ｌ
Ｔ

Ｐ
Ｌ
Ｓ

Ｅ
Ｋ
Ｅ
Ｕ

Ｚ
Ｎ
Ｂ
Ｌ

Ｉ
‐
Ｃ

リ
Ｐ
Ｉ
ｌ

ド
－
Ｎ
Ｃ

ギ
Ｓ
Ａ
‘

ナ
Ｄ
Ｔ
Ｅ

ズ
ー
‐
Ｒ

ミ
Ｋ
３
０１正

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ

Ｅ
Ｋ
Ｆ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｆ

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｓ
Ｉ

Ａ
，
Ｈ
ン

Ｎ
Ｙ
，
ピ

Ｏ
Ｔ
Ｔ
－

Ｂ
Ｉ
Ｓ
ノ

ー
Ｍ
Ｕ
，

Ａ
Ａ
Ｄ
ナ

Ｎ
，
イ
ド

Ａ
Ｙ
Ｒ
ハ
｜

Ｉ
Ａ
Ａ
ラ
バ

Ｄ
Ｄ
Ｔ
，
｜

，
Ｎ
Ｓ
ン
イ

Ｘ
Ｕ
‐
ヨ
デ

Ａ
Ｓ
Ａ
ジ
レ

Ｍ
‐
’
一
，

‐
Ｃ
Ｒ
タ
Ｂ

ス
ー
Ａ
ス
Ｕ

ク
Ｇ
Ｍ
，
Ｌ

シ
Ａ
Ⅲ
Ｃ

リ
Ｍ
Ａ

エ
Ｔ
マ
Ｎ

，
Ｎ
Ｉ
タ
ー

Ａ
Ｕ
Ａ
‐
Ｕ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｇ

Ｅ
，
‐
Ｋ
Ｎ

Ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｒ
‐

．
，
Ｔ
Ｄ
Ｅ
Ⅲ

Ｆ
Ｅ
Ｏ
，

Ｎ
Ｅ
Ｈ
ア
ラ

Ｄ
Ｐ
Ａ
ネ
モ

誌上をおかりして深くお詫びを申し上げるとともに，成

績表の訂正をさせて頂きます。

なお，この為オフショア誌の刊行力遅れましたことも，

あわせてお詫び申し上げます。

平成元年9月25日レース委員長小澤美弘

会報小委員会委員長近藤禎之

9月10日(日)に行なわれました，第3回石原裕次郎メモリ

アルヨットレースに多数(186艇）のご参加を頂き有難う

ございました。

当日の表彰パーティーにて,Aクラスの成績が機械の不

調にて発表出来ず，4～5日遅れにて成績表を参加各艇

にお送りしましたが，これにも順位に大きな誤りがあり，
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０
．
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１
６

へ

○

ICOM

高品fﾉiがテーマで~蜆

そのとき い◎
ー

灘瀞鍵鍵 船舶用無線電話装
鼠“

話用 一秘〃白
三

鱸蘂潅
船舶用HF帯SSB無線電話装置

IE-Mフ00J
郵政省型式検定合格機検定番号S86004

検定合格年月日昭和61年11月14日

型式名SS2ED2/23-50J3E･125H3E48-1

蕊

側

船舶用国際VHF/FM無線電話装置

lc－MBO
郵政省認定機種認定番号VC85EDO9

●船舶用国際VHF/FM携帯型無線電話装置
｜C－M5郵政省認定機種認定番号vc85EDo8

400MHz帯小型船舶用無線電話装置

I仁一MヨO
郵政省型式検定合格機検定番号F87005

検定合格年月日昭和62年2月6日

型式名FFM2ED351､9/364.2-5F3E12-1

●400MHz帯小型船舶用携帯型無線電話装置
lC－M6郵政省型式検定合格機検定番号F87041

Q堂’"言努

検定合格年月日昭和62年7月8日

アイコム株式会社本社547大阪市平野区加美東6丁目9-16 型式名FFM2ED351,9/364.2-5F3E6-1

●北海道営業所盆011(251)3888●仙台営業所恋022(285)7785●東京営業所電03(621)8649●名古屋営業所BO52(842)2288●金沢出張所盃0762(91)8881
●大阪営業所窓06(793)0331●広島営業所盆082(295)0331●四国営業所盆0878(35)3723●九州営業所盆092(541)0211
※カタログをこ.希望の方は､製品名､住所､氏名､年令およびこ覧になった維誌名をこ~記入の上､大阪営業所く547大阪市平野区加美南1丁目8-35>OS係まで。

JIIQ
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高田氏の提言について
私の記事に反論が有りましたのてﾞ

それに対して一言を述べさせて頂き

ます。NORCのロングレースの不

人気の原因の中に無線の義務づけが

大きなｵ､ツクの一つであるとのご意

見とJ3EのSSBは良くないとの主旨

かと思います。

無線の免許を取得することは多く

の方から面倒であるとの意見を聞き

ます。現行法では，ヨーロッパ以外
一

渚国と比較をしますと面倒な手続

きがいるのも事実て叡すし，何よりも

う｡レジャーポートのジャンルが無い

為，本船或は漁船をﾒ橡としたやり

方には現実にそぐわないことが多々

有ります。しかし，最近免許制度の

見直しやら，定期検査に代わる簡単

な認定点検制度が出来たり，従事者

の嚴職制度が改正されたり，不満は

残りますが，かなりの改善が行われ

ています。

これらが本当にｵ､ツクでレースに

出ない，出れないとは誼弁ではない

でしょうか。先のダブルハンドレー

ス等は2名というハンデで多くの参

加者が努力をして試験を受けて免許

主取得して参加しています。しか
顔，面倒な試験が必要な無線等や

めろと意見が出るかもしれません。

同じように試験に関しては，かって

の小型船舶操縦士の免許の時も当時

NORCの一部では小型舟醐白の免許

は不要の意見が出されましたが，残

念ながら不要には至らず現在に至っ

ているのは御存知の通りです。勿論

無線は現在ではまだ義務付ける動き

はありません。私はこれらの制度に

ついては全面的に賛成している訳で

はありません。只，現行のルールで

あり，そのルールの善し悪しは別に

諫義するなり，改善すべきでしょう。

しかし，基本的に面倒でも，ルール

の無い競技は考えられないでしょう。

私とて，レースに参加するには，

無線のみならず，面倒で，金銭のか

かることが沢山あることを感じます。

一例として，火せん類にしても，本

当にあれだけ必要か，ラフトも大き

く重い2気室が必要か等と思うこと

が有ります。しかし，残念ながら幸

か不幸か現在まで使用に至っており

ませんが,ORCのルールとてやは

り，過去の経験から生まれ，必要な

ものと信じて乗せています。

短波・SSBとは

短波は小電力で長距離通信に適し

ており，上空にある電皮の反射板に

あたる電離層の反射を利用して地球

の裏側まで通信が可能て愈，通信衛星

や海底ケーブルが開発されるまでは

アメリカ等の長距離電話にも使用さ

れていました。しかし，その電鳥鱈

が季節や時間，太陽の活動等に左右

され24時間安定して通信が出来ない

事があり，現在は常時安定して使用

出来る衛星通信や海底ケーブルに代

わっています。しかし，小型小電

力で長距離通信が出来る魅力は捨て

がたく，未だ電話回線の予備，船

舶，航空機等の移動通信に利用さ

れ，特にSSB方式の実用化以後，電

信に代わって電話方式力盛んに使用

され，限られた資源である電波力現

在は満杯の状態で使用されています。

その為状態のよい時には長距離に電

波が飛ぶ事が逆に混信の問題になる

訳です。これらの混信問題は運用の

仕方で避けるしか，有効な方法は有

りません。

お説のJ3EのSSBとの表現はSSB

方式は大きく分けてJ3Eと航空機等

が使用しているH3Eがあり，言葉の

解釈でJ3EのSSBが評判が悪いとの

事て鹸すとH3EのSSBは良いと解釈出

来ます。しかし，これとて辻棲が合

いません。多分この辺は誤解されて

いるものと思います。J3EのSSBが

評判が悪いとの意味は単にSSBの方

0F応H0Rf

NORC通信委員長鈴木康之

式が悪いと解釈しても意味が通じま

せん。技術的な内容は省略します

が,SSB方式は短波のみならず，現

在音声による通信手段では一番進ん

だ通信方式の一つだからです。多

分，短波を使用した通信方式が評判

が悪いと解釈するのが妥当と考えま

す。残念ながら短波を使用する限り

は前記の不安定さ，混信は避けられ

ません。商業通信が全面的に衛星系

に移行すれば，短波帯は多少混雑緩

和されるでしょう。

レースと通信について

レースに通信手段を採用するか否

かは帆走及びレース委員会に委ねる

として,無線が艇の安全|生の向上に

は何等意味がありませんが,レース

の運営側からは各艇の位置の把握が

運営上やアクシデントカ起きた時に

非常に有用であることはコミッテイ

は痛感していると思います｡遭難救

助を義務付けられている海上保安庁

のレスキュー対応についても，運営

側としてはレース艇のｷ凹屋は現在で

は社会的責務となってきています。

数少ない例ですが，前回のグアム

レースの回航時の沈没事故等の例で

は無線を使用して直接，海上保安庁

との連絡で硫黄島付近で全員救助さ

れています。鳥羽レースて繍はポータ

ブル自動車電話，不十分な通信手段

で大騒ぎになった例があります。こ

れなども通信手段をまったく採らな

ければ，騒ぎにならなかったかも知

れませんが，これらの教司||として持

つなら出来るだけ直接に，確実産通

信手段を持つことでしょう。

ヨットは勝手に好きなところに行

く為，通信手段など必要ないとも言

えますが，組織だって運営する場合

やはり有効な手段であることをご理

解項きたいと思います。この為艇側

で多少の負担を負う事は現在の社会

情勢では仕方のないことと思います。
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通信手段について

以上は音声による通信の話で､す

が，単にデータのやりとりをする

データ通信が近年盛んになってきて

おります。身近な例で､はアルゴスシ

ステムがあります。これは極軌道衛

星を使用して一方的に船からデータ

を送り，コンピュータで､データ処理

をする方法て識，船上設備は小型にな

り，自訓上が可能で大変便利なもの

です。船上設備の小型，小出力を補

う為にコンピュータの力を借りて弱

い信号の処理を行ないますので，地

上設備のコス|､が高くなり，1耶寺で

も簡単に，とはいきません。これは

フランスのシステムの為，フランス

との間の通信コストも嵩む欠点があ

ります。予算に余裕のある場合は運

営には大いに利用される手段です

が，簡単に烏羽レースに，とはいき

ません。現にグアム，メルボルン

レースには利用され実績をあげまし

たが，グアムレースで､はl艇に付-き

約50万円の費用がかかりました。こ

れは燭皮の無線機が購入出来る価格

で､す。しかし，日本て．も地上設備を

造りデータ処理を推進する計画もあ

り，それらに便乗出来れば，かなり

のコスト減につながり，使いやすく

なるで､しよう。

おわりに

通信委員長の発言て､､，ハツと胸を

突かれる思いをされた様ですが．ク
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ルージンク志向の艇といわゆるレー

サーとて醇の差別は設計上のレーテイ

ングの不公平さの是正は必要て・しょ

うが，それ以外で差別するのは如何

かと思います。現行のルールで無線

の必要をうたっているのであれば，

むしろ,NORCとしては装備しや

すい方法を考えるのが筋でしょう。

金銭面でもグアムレースでアルゴス

の費用を無線機購入に当てていれ

ば,今年も参加する艇にはそのまま

利用出来たでしょう。これらは無線

を使用する，しない,の各々の立場に

たっての視点の違いがありますので

論争は仲々かみ合わないと思います。

世界中の長距離ヨットレースには

NORCと同じ方式を採用している

のが現状で､す。他に不人気を推察す

るに機材の大きさ，重さ，価格の点

かと思います。機材については現在

かなり改善されました。価格も，漁

船用の半額程度になり，数が出れば

更に安価になるて､しよう。本船はい

ち早く衛星通信を採用することで，

コスト高て慰はあるが良質て､安定な通

信を確保しましたが，残念ながら現

在の通信衛星では船上設備の小型化

が出来ません。現在実験中の新しい

移動体衛星通信では,10年ぐらいの

間に小型ハンディタイフ。のトラン

シーバが開発実用化されるて、しよう

し,NORCとしてもアブ･ローチを

始めたところです。

他に良い通信手段があれば是非共

お教え頂きたいのが,L境です。

最後に，無線に対するPRは通信

委員会の仕事で，これが今まで不足

していたとすれば反省しなければな

りません。しかし，間違ったことを

流言する人が多いことには驚かされ

ます。一例として,NORCが取得

採用している国際VHFについても

音質が良く混信が無いのて短波SSB

よりVHFを採用すべきで､ある等と

公言している方も居られます。これ

らの意見は一部正解ですが,VHF

は性質上短距離通信しか出来ない注
に用途の違う長距離通信の矧皮SE

にとって代わることは不可能です。

しかし，30マイル前後の近距離では

有効な方式であり,NTTの電話回

線に接続も可能ですし,NORCに

もチャンオ､ル割当があります。機材

もアマチュア無線機材の価格と同程

度て叡，従事者免許もアマチュア無線

（電話級）とほぼ同程度の試験内容

の特殊無線電話甲で済みます。出力

もアマチュアの場合は,10W(電話

級)ですが,国際VHFは25Wまで許

可されます。何れも，これらの無線

は便利に使われてこそ意味があるの

です。毛嫌いせずに積磁勺に利用す

ると，レース以外でも，こんな便利な

ものかとご唖卑頂けると思います＝
私のつたない文章て再び胸を突か

る思いをされないよう切望致します。

露圖高田尚之さんの崖を全面的に支持音ろ 東海支部

大橋郁夫

OffShore誌173号，高田尚之さん

の，『オフショアレースの無線通信

に関する提言」を支持し，これに関

し更に賛否の発言が続出することを

期待します。

十数年レースからは離れている小

生ながら，紋次郎を決めこむには余

りにも重要な発言て、した。「無線通

信に関する」推醍言は，読めば勿論

判る通りレースの取り上げ方と運営

の全般，むしろ協会の運営方針全体

に関する提言を含んて瞬います。

この十年来,ヨット界全体の華々

しさに比し,NORCの相対的沈下

はもう明きらかです｡どの地方で､も，

必要上自然発生した，隣組型のヨッ

トクラブがあって，親睦から地方行

政対応まで様々な機能を担っていま

すが，これへの加入率の高さに比し

てNORCのフリー|､へ重ねて加入

している艇はわずかです。レース中

心のNORCに加入するメリットを

見出しえない艇が多い実情の中て､､，

フリートが隣組の機能を併せ持つこ

とは無理があります。

無線にしるレーテイングにしろ，

最近は単に事をムツカシクするため

にルールが存在するように見えます。

地球の大きさも，それに対するヨッ

トの能力も，そろそろ見通しがつい

てきた今日，ルールが複雑・厳密てゞ

あることに何の意味が残っているの

て､､しようか。ギンギンのレースを生



きil]斐とする人たちからルールを取

り上げる必要はありませんが，同じ

コースを別のルールで､「伴走」する

のも面白いと思います。

たいていのレースは地方支部や地

方クラブで､自由にやらせた方力両日

いし，主管者の負担も各艇単位て､､本

来負了べき責任を見直せば軽くして

やれる筈て､､す。

ナショナルオーソリティの存在意
フナ

義は，ナショナルレベルで,YAC

|‘‘、
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アソビ

HTINGという文化活動の各態様

へのアブ。ローチを妨害・制限してい

る要素を解明し，周知させ，対応し
ィI、イーレテ､､Iトミ
しu、ーしレンュノO

泊地問題にしろ，無線の件にし

ろ，また免許の問題にしても，レー

スの企画に劣らぬ重要問題ですが，

理事会;葬舞乗を見る限り殆ど検討の

様子がありません。すて､にこれらの

いくつかはNORC以外の機関が取

り上げにかかっています。積極的に

0F応HORf

動き出さない限りNORCは，その

件に関しては見捨てられるて､､しよう。

無線を例としていうならば，これ

だけ技術が進歩変動する時代,1つ

の電波で統制することは続くワケが

ない。実際積んでいるものの多い

2～3を選択させて見れば，時代と

共に主流が動いてゆくのが判る筈で

す。陸上局とか法規の改正といった

外部要素は，選択のとき考慮される

ファクターであるにすぎません。

'1言，''TFL

エヨ圭一 ’塞葺；､"‘．‘“‐’

｣MSの計測について
･己－－‐~‐‐__----I

IMS(INTERNATIoNAL

MEASUREMENTSYSTEM)は，

グランプリ化するIORに対抗して

クルージンク艇まで幅広く対応出来

るように考案され,ORCにより採

用，今後世界的に普及していくと考

えられます。今までの計測方法とは

異なり，機械(HULLSCANNER)

により船体を計りコンピュータによ

り解析することにより船のポテン

シャルを算出します。計測は，基本

的にIORと同じように陸上での計

測と水上での計測が必要ですが，フ･

ロタ､クション艇で､IMSスタンダー

ベに認定された艇は，リク霧関係・う．
ぺう関係・フリーポード及び傾斜

テストを計測することで取得て鹸き，

船体計測の必要が無いために簡単に

取得できます。現在,IMSスタン

ダードに認定された主な艇は，輸入

艇を含め下記の通りですが，特に輸

入艇では他にも認定されている艇が

ありますので,NORC本部計測委

員会迄お問い合わせ下さい。

NORCでは，来年度からのレー

ス使用をめざし,IMSを普及して

いくためにIMS普及推進キャン

ペーンを設け，オーナーの負担を補

助いたします。取得の為の手順及び

費用の概略は次の通りですが，詳細

及び申込書の必要な方はNORC本

部計測委員会にご請求ください。

◎取得手順NORCへの申し込み

→日程の打ち合せ→陸上計測(1

日）→海上計測（半日）→コン

ピューター処理→IMS証書の発行

(IMSスタンダードの艇は，陸上諦則

はプロペラ関係のみの計測）

◎取得費用

全計測

IMS

ｽﾀﾝダーﾄ

の艇の

計測

NORC

申込料

16,000円

16，000|器

計測員手当

30ftまて'80，000円で

1ft増加毎に2，U00円

加算十諸経費

20，000円十諸経費

◎|MS推進キャンペーンとして，

1990年3月末日までに全計測または

スタンタ､－ドの艇の計測を申し込ま

れた艇に対して2万円を補助します

また，1989年12月末日までに全計測

を申し込まれた艇に対して4万円を

補助します。

◎来年度の公式戦にはIMSが採用

されますので，お早めに申し込んで

下さい。

◎IMSスタンタ、－ド艇リスト

ヤマハ30Sソレイユルポンロ

ケット780バルテイツク(35,3

8，40，43，48，64）ベオ､トウ(1

ton,1stCL10,1stCL12,30

5,345,375,435)C&C(30,3

3，35，38）キヤル(33,39）デ

ヘラー(31，34，38，）エリクソ

ン(37，38，39）フアー9．20

フィーリンク零(1050,1090)

フアースト（29,375,435）フ

レーズ(33,38,41)ハンター30

J(24,29,33)ジヤヌー(38,

41)ニューポート31オルソン

(30,34)パーソン(31,34,36,

37，39）スカンピショック35

シク守マ(33,38）スワン(36,391,

43,46,53)X(119,342,372,

402,79,99)ヤマハ36

（上記はリストの1部です。詳し

くはNORC本部計測委員会に

お問い合わせ下さい。また，国

産艇でIMSスタンダードに新

たに認定された艇は，順次オフ

ショアの誌上にて発表いたしま

す｡）

追記：計測に興味のあるアルバイト

学生を求めています。（高給優遇い

たします！）

御希望の方はNORC事務局矢島

までご連絡下さい。

TEL・03-504-1911

NORC計側委員会
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PACIFICSAILINGSCHOOLからのお誘い

拝啓NORCの皆様，すでに

お聞きおよびかと存じますが，さる

7月15日にホノルルのワイキキヨッ

トクラブて､､の記者会見において，ト

ランスパックレース艇"Merli

n''のオーナー,Campion氏がこの

艇をハワイに当分の間おくことを発

表しました。"Merlin''は世

界で最初につくられ，そして多分一

番有名な超軽量級(ULDB)艇

て､､，過去12回のトランスパックに参

加し，いまだに破られていない最短

時間記録（1977）を含めて，3回の

ファーストホームを果しています。

オーナーは"Merlin"を

PacificSailingSchoolにあずけ，

ヨットマン，レーサー,インストラク

ターの養成などのプロク篭ラムに参加

させることを明らかにしました。

私どもPacificSailingSchoolは,1

985年に創立された。ハワイにおけ

る唯一のUSYRU(米国ヨット

レース連合）公認のセーリングス

クールで，入門からレーシング，イ

ンストラクター養成にいたるまで，

■新登録艇のご紹介
すず

4114崇寿IIISWAN-36東海

五ヶ所11.16×9.06×3.65×2.1

オーナー／中島崇夫艇名の由来／

オーナー夫妻，及び子供の名前によ

る。3艇目抱負／小人数でのファ

ミリークルージングに徹する。南太

平洋及びカリブ海域のチャーターク

ルージング計画中。ハーバーライフ

を大切にしたい。クルーの顔ぶれ／

寿子一針路決定以外の全権限を掌握

中。三和一娘11才。将来潮気のある

ディンギーから36ftまでの艇を使

い，幅広くヨットマンの教育にあ

たっております。当スクールは主に

Mogle家のメンバー,Jo,Daleand

Rickで構成されて,USYRUの養

成プロク識ラムに従って運営されてい

ます。私共2人はUSYRUのハワ

イ地区クリニックの代表であり，と

りまとめ役で､もあります。息子Rick

MogleはUSYRUのディンギー，

キールポートのインストラクター

で，もとコーストガードのナピケー

ターです。Rickは優秀なヨットマン

で､，1982年のクリツパーカッフ。で､は

りクラス－位のSuperWitch(Yam-

aha41)のタクテイシヤンとして活

躍，トランスパック5回出場そし

てJ24ハワイ州チャンピオン(198

5,88）などの記録をもっています。

この度このCCMe'-lin''とも

う一艇のトランスパック艇“サンタ

クルーズ50”の2つのレーシンク令マ

シンによって,ハワイや日本,その他

の地域からの皆様にレーシングとク

ルージングの両方をハワイの海て､､一

年中楽しんでいただけることになり

ました。ぜひ，日本外洋帆走協会の

皆様方にセーリング，レーシング，

トレーニングそしてチャーター艇と

しても幅広くこの“ハイテクレーシ

ングヨット”を御利用いただきたい

と思います。日本謡函訳付きて､､の個

女に生長するか？

125Oひねもす－3Y30SII愛

知鬼崎8.98×7.71×3.22×1．85

オーナー代表／出口武治共同オー

ナー／稲垣英俊，角田裕康，大矢賢

治，土屋正夫，池田良三，椿谷修，

荒木康充，浦山正美入江宏，森久

昌，矢田重明，長谷智司。艇名の由

来／大海をひねもすのたりのたりか

な.／とのんびりと気ままにセーリイ

ングするグループから。抱負／のん

びりとクルージンク蕃するブルーウォ

人あるいはク､ルーフ･指導・コマー

シャル・写真撮影・広告・ハワイ諸

島めくゞりのクルージング，レース等

多様な使い方と冬季トレーニングに

半日，一日，あるいは1～2週間の

|､レーニングコースなど各種のスケ

デュールを用意しております。

"Merlin"と“サンタク

ルーズ50"の両艇ともタ韓ウンウイン

ドに強いレーサーて､､すのでスキッ

パーとクルーの方々 にはその速さム
エキサイトメントなヨットの醍醐

を味わっていただけます。

ただいま詳細なパンフレット・料

金表などを作成中て､すが，とりあえ

ず，ごあいさつと概略のインフォ

メーションをお送りした次第です。

なお，パンフレットはて醇きしだいお

送りいたします。ハワイにいらっ

しやる御予定の方で､"Merli

n''66サンタクルーズ50'',また私

共のセーリンク令スクールについてお

問いあわせは，どうぞ下記の郵便・

電話あるいはFAXで，私共まで御

j謡各下さい。NORCの皆様からの

おたよりを心からお待ちしています。

パシフィックセーリングスクー

ル代表兼オーナー一
デ－ルエンドジオモ－グノ‘

DaleandJoMogle

1263WanakaStreetHonolulu,

Hawaii96818

Tel.(808)422-6240Fax845-1858

ター派主流となるも，一度は出たい
パールレース。新艇を機会にシーズ

ンフ。レーヤーにならないようがんば

りたい。クルーの顔ぶれ／会社の仲

間，年令に関係なくヨットの好きな

もの同士。

3521NACHI-XYK41知

多武豐港12×10×4×2.4オー

ナー／ニホ祁召治

3606BOYFARR40シーポ

ニア11,99×10.23×3.66×1.205

オーナー／山田隆
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ハワイ 無レース,,､、 報告
私たちは“パイドパイパー5”

(X-lton)にてハワイ広島ヨシ|、

レースに参加いたしました。その時

の無線通信に関して得た知見を報告

いたします。レースは6月18日ハワ

イ，パールハーバーをスター|､，広

島の宮島に向かうものて､我々 は3111

間かかって6番目で､フィニッシュい

たしました。リク零はヤエス無線より

提供していただきラインアップ。は下

型の通りです。
、､757GX－－→FCll)0()オートーロング

L"-鋤ド癖
ﾁｭｰﾅｰ(r･怖)

アンテナは当艇がレーサー仕様の

ため，俵装が複雑で､アンテナによる

｜､ラブルをさけるため毎111ロンク､ワ

イヤーをマス|､にリ|っ張り|蔦げまし

た。予備アンテナとして14．21MH

川のホイップ･アンテナを準備しまし

た。どんなアンテナを使川するか選

択に悩みましたが,FAX受信，マ

リン短波，アマチュア無線帯と使川

周波数が多岐に渡るため，結局i鰯ハ

・航窄機と|司様にロングワイヤーア

ンテナにならざるを得ない様です。

連用に関しては，オートアンテナ

ベューナーがとても役に立ちました
，いざという時の事を考えると手

動のチューナーも必要と思われます。

レースに参加した何艇かはオート

チューナー|､ラブルで非常にか細い

信号しか発射て､きなくなっていた様

て＊した。ヤエスのFC-1000は完全

防水となっているため湿気の多い

ヨットには非常に適した機種と思わ

れます。アースは各艇とももっとも

悩んて､､いた様です。いままて､言われ

ていた様に銅板を艇体に張りつけて

レースにのぞんだ艇もありました。

我艇は交信のたびに亜鉛板を海中に

沈めました。（引っ張るといった方

が適当かもしれません)。エンジン

・スクリューシャフト等にアースを

とってみましたが，エンジンを回し

た時の雑音をひろってX比が悪くな

l),この方法はあきらめました。

レースなかばにして亜鉛板はぶつち

ぎれてしまいましたが，結局銅線を

"I|1に流すだけて､充分なようです。

ただし海が荒れた時は若干SWRが

変化しましたが実用上問題ない様で、

す。

連用は各周波数にわって試みまし

た。日中は21MH夜間は14MHが適

している様です。7MH帯のCWが

ハワイから日本まて､､オールラウンド

に，しかもFBに人感していたのに

はおどろきました。マリン短波川の

リグも準備しておりましたが実用に

なりませんて．した。これに連用上に

問題点がある様に思われます。現在

の様に基地局がわずか2局て､､はリグ

はあっても使えずといった所て鹸はな

いて．しようか。アマチュア無線局が

flll:界を網羅していること，絶対的

な数の多さ，最近のリグの優秀さ及

びコストパフォーマンスの点もイ|｜

まってオペレーターの質の向上も11

覚まし〈今の所アマチュア無線に車

配が_上がる様て､す。

ハワイにもマリン短波の基地局は

設置されていましたが，この度の様

なロングレースて､､は結局使い物にな

らず，アメリカその他からの参加艇

もアマチュア無線に頼っていました。

私も何度かスケジュールタイムにハ

ワイ基地局とコンタクトを試みまし

たが一度も交信はできませんでした。

21MH帯では海連ｵ､ツトワークの

訂正とお詫ひ

Offshore誌スタッフーl1il,夏バテ

とパールバテの為湾直多,'llし，深く

お詫びいたします。以~卜1l2誤（おも

な）一覧です。

7月号4.5頁写真提供の名富氏・

伊沖氏(洲→名當氏・伊神氏(]日。8)1

号12頁久野三浦市長(詞→小西横須賀

海上保安部長(Ⅲ)。23頁藤沢真則氏(鋤

OFFIHORf

方々に大変お世話になりましたが，

これからのマリンスポーツの隆朧を

考えるともっともっとこうゆうアマ

チュア無線の使われ方も考えられて

いい時期にきていると思います。事

実アメリカ，オーストラリア（他の

I刊は詳しく知りませんが）ではボラ

ンティアによるアマチュア無線の

オ､ツトワークが網羅されていてとて

も活発にしかもスマー|､に運用され

ているのには感心いたします。いい

意味でn本でもこの様なｵ､ツトワー

クを早く作り_lzげたいものて､､す。

マリンVHFは大変有用て､､す。広

い大海原て瞬本船が我々のヨットを大

きく，しかも神士的によけてくれた

事が二度ありましたがマリンVHF

て､､お礼を言う事がて､きました。同じ

海域を走っている船仲間としてお互

いの安航を祈る言葉を交わせる事位

うれしい事はあl)ません。

岐後にこのレースて､､お世話になっ

たヤエス無線,cQ出版，海運ｵ､ツ

トワーク，カナダ、ワールドワイド

オ､ツトヮーク，カリフォルニア・ハ

ワイネッ|､ワーク,NORC無線委

員の皆様，ポートラジオのオペレー

ターの方々に心より感謝いたします。

（内海支部周南フリート）

JA4EGF津田徹志

→櫛尺真llll氏(正)。7月号7頁「当時

のレース艇はライフラインもない」

(鋤→「ライフラインのない艇もあ

った」(1)…小生の乗っていた“〈ろ

しお（千葉大）”などもパウパルピ

ットのみで､，レース・荒天の際に

はロープ。をバウパルピッ|､→サイ

ドシュラウド→スターンと張ってラ

イフラインの代用としておりました。

Offshore:近藤禎之
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回国際化の波にのって′阿波踊りレース
ラスⅡ準優勝と堂々たるものだった。

スタート時の状況から判断して，

風はますます強まり，トップ・は昼前

にフィニッシュすると同時に，強風

によるリタイア艇が何艇かで､るかも

知れないという危‘|具は見事にはずれ

て，トップ集団が回航点の舟磯灯台

に達する頃から微風になってしまっ

た。こうなると，運営側も乗り手同

様，冑の痛くなる思いになるのだ
へ

が，お昼過ぎからやや吹き出し，

艇フィニッシュにこぎつけることが

できた。「ヨット神社の神様，あり

がとうございます」と感謝を捧げた

のに，表彰式が始まる直前から雨と

なってしまった。

「阿皮踊りレース』の呼び物は何と

いってもレース終了後の阿波踊り。

この踊りを盛りあげなければ，遠く

から参加していただいた皆様の労苦

に報いることができない。そのため

に雨は最大の敵なのだ。

クリンカー張りのテンダー用ロー

ポートの抽選会などで盛り上がった

表彰式とパーティ終了後は，いよい

よ一年のウサを晴らす絶好の機会て、

ある阿波踊り。約500名の黒い旋風一

児たちは，雨など気にせず，「ヨ＞

トセー，ヨットヤー」の掛け声も凄

まじく，踊りまくるのて､､あった。

来年は，阿波踊り期間中，徳島の

海がﾉ､ワイの海のように紺碧に澄み

渡るよう，今から精進するつもりで

すので,全国のﾖｯﾄﾏﾝの皆様

どうか「ケンウッドカッフ。」のつも

りで御参加を……。

"j11洸城

ヨットレースの成否は風しだい。

過去16回の『阿皮踊りレース』から

導き出されたこの公理は厳しい数式

を用いないて．も立証できるが，天気

ばかりはどうすることもできない。

わが徳島ケンチョピアにまします

ヨット神社の神に御加護を祈るしか

ないのて､､ある。

「阿波踊りレース」の前哨戦とし

て，8月13日には『NORC徳島フ

リートレース」と『J24阿波踊り

チャンピオンシッフ｡』が行われた。

「NORCレース｣を制したのは,地

元の“パルマックス111"(YOK46)。

｢J24」は“クラリス”と“リトルハ

ツ”が1－3，3－1で､分けた。

さて，『阿波踊りレース』本番の

8月14日。私は風のざわめきて写埠月

5時に目が覚めた。「しめた／」と

その瞬間ほくそ笑むのであった。

今年の『阿波踊りレース」のテー

マは「ジョンパイクが招いている｣。

“ジョンパイク”というのは，阿波

踊りレースのスポンサーである大阪

・大東市に本社のある「シヤロン・

インターナショナル社」が阿波踊り

レースのためにと，アメリカ・シア

トルから呼び寄せた65眼の大型ス

クーナーの艇名て穣ある。

100艇以上が集うと，普通のヨッ

トをコミッティ・ポートにするとど

こにいるのか判別がつきにくい。さ

しもの“ジョンパイク”でさえ，

セールの群に紛れかねないけれど

も，やはり後傾した2本マストは他

のヨットと違って目立つ。東の“シ

ナーラ，，，西の“ジョンパイク”と

いうことになれば楽しい。何なら，

来年のパールレースのコミッティ

ポートとして，“ジョンパイク”を

派遣いたしましょうか？。

午前8時，煙火がバリバリと中空

ではじけて113艇のスタートが切ら

れた。あいにく曇空で，ハワイの海

というわけにはいかないが，南の風

6mは最高のコンディションて諜ある。

昨年ファースト・ホームを飾った

"120MO''がいい感じで沖寄りを

走り，『ファー」に乗り変えた“ド

ンキーV''も快調。56沢「スワン』

の“のりこアンドきさぶろう，’も，

悠然とトップ・グループを行く。“パ

ルマックス”“アイムソーリー”

“シエスタ”などの関西の大型艇に

混じり“ラッキーレデイ(TAK4

6）”も健闘する。

これらの大型艇の活躍ぶりを目の

あたりにすると，わが国でもマキシ

艇の登場も時間の問題だと思われる。

ヨットハーバーを計画中の自治体の

お役人さん,大企業の若き戦士の皆

さん，このことを夢，お忘れなく。

今年の阿波踊りレースはこれらの

大型艇以外に,外国艇が3艇もエン

|､リー｡一挙に国際化の波が押し寄

せた，とついつい常套句を使ってし

まう。3艇のうち2艇は,『オークラ

ンド福岡レース』に出たオーストラ

リアの$､AKAIHO''とニュー

ジーランドの“ノットギルティ”。そ

してもう一艇はドイツからクルージ

ンク守に来ていた“ノルマ"。これらの

艇が｢阿i齪雨りレースjならてゞ はの遠

来賞を受けたことはいうまでもない。

また，9年連続出場という“墜落

亭酒楽”にも栄誉ある最多出場賞を

受け取っていただいた。そのばか最

年少スキッパー賞は，中学2年の鈴

木順是君。彼は，レースの成績もク

＃
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曇空ながら風は最高／阿波踊りレースのスタート風景
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阿波踊りレース成績表レース委員長片山隆博

名TCF艇種ホームポート着時間所要時間修正(秒）クラス総合順位着順艇

福山

淡輪

琴塚

福山

淡輪

マリーナ

関西

プレイポーヤ

徳島

徳島

マリーナ

和歌山

須磨

須磨

淡輪

玉島

鳴尾

浜寺

高松

福山ロイヤル

和歌山

大阪北港

マリーナ

徳島

徳島

淡輪

関西

徳島

淡輪

マリーナ

111

260

326

468

532

631

714

835

936

1037

1122

匁且1219
－

1321

1428

1517

1628

1713

1840

1941

2012

2142

2225

2364

246

2530

2658

2716

2820

2918

3027

口'■

、ﾆﾉ以下総合順位

PANADORA

ミニズル

ベラミⅡ

ビバーチェ

CROW

ムーブ

ウィザードⅣ

プレイボーャ

飛翔Ⅲ

カプリコーン

セーラーズ

ウェイクアップ

オーラムV

朝風

スケアクロウ

光英Ⅲ世

BLUESUNSHIINEm

ウェーブダンサー

リトルハイツ

コスモス7

Episode

コナ・ウィンドー

B.B.SHANTY

青藍

HIRO

D&G

SACHI－Ⅲ

ペンギンクラブ

EMl

ティファニー

３
２
０
１
６
０
５
０
０
０
９
２
２
１
２
９
６
０
０
１
０
２
２
２
８
０
９
３
６
１

４
８
３
８
２
３
５
３
３
３
４
５
５
５
６
４
７
３
３
８
３
６
１
９
５
２
７
７
７
７

７
６
７
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

●
■
●
■
■
●
●
■
●
●
◆
今
①
①
凸
●
●
申
①
■
●
●
。
。
■
町
■
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

12:42:51

13:11:15

12:52:17

13:14:04

12:55:29

12:55:28

12:45:41

12:56:38

12:57:21

12:57:48

12:50:24

12:49:23

12:50:02

12:51:00

12:47:09

12:52:29

12:44:13

13:03:10

13:03:34

12:44:12

13:04:06

12:51:40

13:12:11

12:40:44

12:54:22

13:10:00

12:46:56

12:49:43

12:49:00

12:52:28

4:42:51

5:11:15

4:52:17

5:14:04

4:55:29

4:55:28

4:45:41

4:56:38

4:57:21

4:57:48

4:50:24

4:49:23

4:50:02

4:51:00

4:47:09

4:52:2p

4:44:13

5:03:10

5:03:34

4:44:12

5:04:06

4:51:40

5:12:11

4:40:44

4:52:22

5:10:00

4:46:56

4:49:43

4:49:00

4:52:28

９
６
２
３
１
１
１
３
４
４
１
７
６
２
８
４
３
９
６
８
０
５
６
０
８
２
１
７
６
０

０
３
０
３
７
４
４
９
２
４
５
５
８
１
２
４
３
７
９
１
２
３
３
４
８
９
１
３
５
３

６
７
８
８
８
９
９
９
０
０
０
０
０
１
１
１
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
５

２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

FS29I

ズル1/8

J/24

IKE22

TAK26

J/24

J．B、

J/24

J/24

J/24

Y30SI

横山－31

横山30C

ﾆｺﾙｿﾝ1/2

横山32

YA-30S

横山33

J/24

J/24

池35

J/24

横山-32

Y32

J/33

DOUl/2

ﾌﾚﾝｼｯ26

34Rm

X-102

横山33

木原30

Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

DOM77.パルマツクスIII78.旭(ASAHI)79.

キテイ80.MOWE81.ESPERANT82.ト

ンム83.SECONDLOVE84.TODO85.

LAZYUNCLE86.アイオロス・ジュニア87.

ラッキーレディー88．ミリオンストーン89．スイン

グ90.拍福91．シルバースパー92.フロンティア

VI93.ウインドウイスパ94.SABBATHII95.

CHIVAS96.120-MO97.ノリコ＆キサプ

ロー98．スタータ､スト99.SUIKYO100.S

aintesslV101・サラマンドラ102．Sch

oolllO3.Daracin989104.墜落亭酒
セキト

楽105.グリーンパワー106.赤兎107.AKA

I-HO108.ブラシュール109.シーオッタ､IⅡ

110.ALLWEATHERll1.グレイトベア

112.KONT&GILTY113.NORMA

31．秋櫻32．魔女III33.SWINGBELLE

34・美島III35・MARCH36.ポールスター37.

PROMONTORY38.TWOTON39.う。レ

イポーヤズ40.ブルーエンジェルズIII41、サー

デイーン42．カラノ43．トド44．マーマレード11

45.ブルー＆ストライプ･ス46.1'mSorry47.

ミルキーウェイ48．アカウーピン49．レデイーパー

ド50.銀河V1151.JUGGLER52.St.AP

OLONIA53.サザンクロス54．クンビーラ55.

シエスタ56．レインポー57.DONKYV58.ジ

ンジヤンIII59.オクトパシーIII60.HUEY61・エ

メタマム62.POLARIS63.雄喜64.シート

レック65．タ､・タﾞ66．風67．アドニス68．ハイド

ランジア69源五郎丸70.SAUSALITO71.ア

ン・スリー72．キャンディーキャンディー73．リッ

フ。ル74．サドンウインド75．ゼファー76．WIS
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駿河湾は青い
駿河湾支部望月

ヨットマンはみんな物静かで，ヤサ

シイ人達ばかりです。

そんなこんなで8月13日は，メ

イッパイ8上守－卜のサマーレースを

楽しんだのデス。ハイ

なお，今回参加出来なかった貴艇

も，御安心下さい。

そん迩貴艇のために，お知らせ崖

ます。それは今年同様，来年早々・

月1日「初日の出駿河湾横断ヨット

レース」という企画が秘密の内に

着々と準備されています。

そして1月1日のこのレースのサ

ブタイトルは「あなたの愛，海から

伝えてみませんか」

コレデス☆

詳しい事を知りたいアナタ／

駿河湾支部の電話番号は

0543(52)1526デス./

なおレース参加の申し込みは，勝

手ながら,100艇をもって打ち切ら

せていただきます。御早目にどうぞ。

19艇が参加したこのレース…コース

は清水スタートの沼津内浦・スカン

ジナビア号沖をフイニッシュとする

約19マイル。南々東から南西へと変

化した風に，全艇軽快なスピンラ

ン，シヨートパンツにTシャツ，今

年の夏一番トラッドなスタイルで､，

みなさんレースを楽しまれたことと

思います。レース結果は成績表の通

りです。

絶好のレース'二I和にめく守まれ，そ

れに加えて，アフターパーティー

が，大変素晴らしく，シーフード

バーベキューが大好評./多数の賞を

もらい征|機嫌な家族やパワー全開

で「濡れたTシャツ競走」（狂走？

シツレイ／）に参加した。ヨット

ウイドウ達そして柴田邦敏支部長

自ら参加しての水泳大会／だまって

いた|)，隠れていたりしても，気の

きいた人たちに，シッカリ海へ投げ

込んて翻いただけるんです。駿河湾の

第一回夏の駿河湾横断ファミリー

レース〈シヤンソンカツフ。，89＞「報

告書」…などと耆きだすと，どんな

厳めしい事力書いてあるかと，思い

めぐらすで､しょうが，残念な事にそ

のような格調ある文章は一切登場し

ません。（ドポルザーク作曲の交響

曲新世界よりのシンバルの出番程度

にはあるかも？），…読者一同「こ

いつは何を言いたいんだ？』と考え

だす。…

て鹸は正式タイトルを…

“駿可湾は青い風”

4ビートのBGMに號珀色のグラ

スを傾ける貴方，今年の夏物語はい

かがて､､した？

「鳥羽パール」「江の島清水｣。両

レースとも，雨にぬれながらの相当

厳しいレース展開て、したが，8月13

tl,駿河湾は素晴しい夏の顔となっ

ていました。そして10:00にはシッ

カリ「青い風が吹き始めた」のて駁す。

シャンソンカ､ソプ’89レース成績表レース委員長峰田昌矩

艇 名

Aクラス

ラッツ

アフロディーテ

ジョリーロジャー

サマータイム

ウインドマシーン

オョョ

ノ、ノレミ

トルーブルー

チャンティック

カフ･リシャス

Bクラス

メノレアミ

サムシィング

エスメラノレダ、

スノレガⅢ

マンボウV

ポリアス

･ペノレム

プレァデスクラスター

フ・リーマ

艇種｜艇 巨
垂 TCF|所要時間｜修正時間｜順位
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の副会長，ブルース・タントラム氏

が，少年少女親善ヨットレース参加

の為，ニュージーランドの子供さん

達を連れて来福しました。毎日ウイ

リアムス氏と交わしていた通信文の

署名は，私も彼もイラストを使用し

ており，又私は，いつも「偉大なる

船長」のサインをいれておりました

ので，「是非偉大なる船長に会って

きてくれ」とオークランドを出発す

る時ウイリアム氏に頼まれたそうで、

す。それはそれとして，4年後の第

2回レースの事もあり，早速玄海支

部役員及びオークランドヨットレー

スの主だった実行委員達力喋まり，

タントラム氏を囲んで今回のレース

に関しての率直て寧かなり突っ込んだ

話し合いをしました。皆さんのやり

とりを聞きながら，さすがアカラナ

だなあと思った内容もありました

し，もし第2回を4年後に開催する

としたら，経費，労力，そしてス

ムーズな運営面の事を考慮し，切る

べきものは思い切って切り捨てる位

の前向きの対策が打ち出されるべき

だと痛感しました。

このレースを通じ色々な事も学び

ました。思いがけない人物像を垣間

見て驚いたり，あの人が;”？と見直

す位よく働いた人達等々。そのうち

に，その人達と組んで､『外洋ヨツト

レース運営代行株式会社』でも開設

しますか？玄海支部片倉静江

ニュージランドのオークランド市

に今回のヨットレースて、，福岡ヨッ

トクラブと並んて､主管協力として名

前を連ねていたのがロイヤルニュー

ジーランドヨットスコードロンとい

3120年あまり続いている古いヨッ

トクラブて､すが，今回はあちら側の

裏方さんだったロイヤルアカラナ

ュットクラブを紹介させて載きます。

仏達は前者をスコードロンと呼

び，後者をアカラナと呼んでおりま

すが，秘固人がこのロイヤルアカラ

ナヨットクラブを知ったのは，なん

と今回のヤマハカップレースがス

タートするわずか8ヶ月前でした。

勉強不足といえばそれまでですが，

アカラナは過去33年間毎年，オーク

ランドースバ間を競う外洋ヨット

レースを主催してきたクラブです。

このクラブの生い立ちは,1894年

ノースショアセーリングクラブを母

体に設立され，その後1937年に英国

ジョージ6世からロイヤルの称号を

授かったと聞いておりますから通算

しますと95年になります。平均年齢

剰員患ミスコードロンよりグーンと若く，

ンバーも現役バリバリの外洋レー

サー達で，今回のオークランドレー

スでも，外洋レース運営に義務づけ

られている無線での定時交信を担当

したのがアカラナヨットクラブでし

た。又外洋レースに慣れているアカ

ラナが,第1レグ･オークランドース

バを，彼等のスバレースと一緒に担

当して下さって助かりました。

全レグ無線担当したのがジョン・

ウイリアムス氏でコンピューター

シート係はテリー・マカーシー氏で

した。この二人と参加艇『フリー

サ』のお蔭でロールコールも実にス

ムーズに運び，それを報道関係始め

博覧会協会など各方面に流しました。

無線担当は大変だったでしょうね。

福岡の様にどんどん入港するヨット

群をむかえながらの仕事ならまだ張

り合いがあります。赤道までは先方

が剛船の『フリーサ』から受信しま

したが，赤道近辺からは福岡が直接

受信し，アカラナにファックスて流

しそれをコンピューターに打ち込

み，別に書き直したポジションリ

ポートと一緒に又福岡に返す仕事な

んて鹸すもの。それも1日に2回です

よ？「どうしても2回欲しいです

か？」と一度聞いて来たことがあり

ましたね。きっと疲れていたんで

しょう。

レース終了後，アカラナのコモ

ドール，ケリー・ダプス氏の手紙に

も，「この二人は良く

頑張ってくれた」と特

記しておりましたが，

せめてウイリアムス氏

だけでも福岡て識の表彰

式に招待したかったと

思います。

レース終了1ヶ月後

の7月下旬，アカラナ
遅まきながら寄せ書きにサインするタントラム氏
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IIL1H市は，古くは東海道五十三次

の44番目の宿場町として栄え，安藤

広菫の描いた四日市宿，三重jllの図

の背景にクルーザーのマス|､が5本

見えるのを御存知の方は少ないて､､あ

ろう。それが今から話に出てくる肌｜

日市ヨシ|､クラブの前身かどうか定

かて､､ない。

近年はコンビナートの町として栄

え，それを象徴する200mクラスの

煙突が林立し，好天には30マイル陥

てたパールレースのスタート地烏羽

からほぼ真北に眺めることがで､きる‘

赤I']の煙突に囲まれて見えない所に

あるのが|川H市ヨットクラブ，四日

市フリー|､である。

｜ノリ日市ヨットクラブは伊勢湾の北

西部に位置し，ボトムに生物の繁航

していない，ごく普通のヨットでお

隣の鬼崎フリート，津フリートから

約3時間，，閉引フリートから約7時

間て､､全貌を見ることがで､きる。車で

は名古屋からは国道23号線て､約1時

間，東名阪自動車道で約40分でポン

ツーンの横（但しクラブ員のみ）に

到着する。ポンツーンの正,曲がクラ

ブハウス，少し離れて，オーストラ

リア政府から寄贈された1~1本万国博

オーストラリア記念館(ILIH市ヨッ

トクラブのパーティー会場）があ

かしい成績を上げていた。

その白いｲ沙，蒼い抑の霞ヶ浦一帯

も，伊勢湾台風の被害による，防潮

堤の復旧に合わせた名四国通（現国

道23号線）の建設を始め，幾度とな

くおこなわれた工場建設のための埋

立てにより，様相は一変した。以

来，海面の澗滅と港llll法により，エ

ンジンをもたない小型のヨットの航

行は不可能となり，小型のヨットも

一つ減り，二つ減りして現在エンジ

ンを持たないヨシ|､の活動は殆どな

くなってしまった。 ～

一方，クルーザーも昭和40年鴎

ら霞ヶ浦を'l1心に盛んとなり，伊勢

湾セーリングクラブの生残りが,ILI

HTliセーリングクラブの名称て醗，約

10艇が活動していた。

PLII-l市ヨットクラブは，昭和52年

にやむなく小型ヨットを断念した仲

間を加えた30艇が,|几1日市セーリン

ク護クラブを改称し組織されたもの

て､､，名称が変わったものの50年以上

の歴史を誇る由緒正しいクラブで､も

ある。3年前には，け甥湾合同レー

スの前夜祭を兼ねて，｜ノMH市の名士

を含め200人を越える参加により，
IJﾘ11市ヨツトクラブ結成50周年記念

パーティーを大々的に行ったのは記

|意に新しい。

り，両方から係留施設が一望できる。

係留の方法は，水深3mの所に直

径35cm,長さ20mの鋼管杭を縦15

m，横10m間隔に打った4本の杭に

シートで繋ぐ･もので､ある。設計者の

計算によると，2本の杭に繋がれた

40フイー|､のヨツ|､が50m稽渡の枇

風をまともに受けても大丈夫とか。

ここでPLIII市ヨットクラブの歴史

に触れてみよう。クラブのある四日

TIT11jの富11l浜，霞ヶ浦沖は,li･<は昭

和の初期よI)ヨシ|､の盛んな海域で

あり，又，三重県東海地方のヨシ

|､の発祥の地て．もある。昭ll9～10

年頃には伊勢湾セーリングクラブが

組織され，昭和12年6月には旧制富

田I|!学校（現四日市高等学校）に帆

魎祁が創設され，その基地はすべて

現在の富田港であった。戦後になっ

てからも，昭和40年頃まて､､の三重県

のヨット人口は，ほとんどが北勢

（三重県北部）地方に集中してお

り，四日市｢|丁民体育大会，三重県陛

体育大会はもとより，国民体育大会

等の三重県f選はすべて四ll市て翻行

われていた。昭和33年には，高松宮

妃殿下をお招きして，全EI本実業付l

選手権大会も行われた。四l1市市に

は，全国的な企業力揃っており，そ

の優秀な選手の影響を受けてか．輝
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｜ﾉL旧市iljはアメリカのロングビー

チ市と,lﾉL旧市港はオーストラリア

のシドニー港と’'1j妹捲勝を結んて､､お

り，御存知の通り両市とも世界で最

もヨットの嘘んな所である。ロング

ビーチ．ヨットクラブはロンク争ビー

チに数多くあるヨットクラブの''1で

品も権威のあるヨットクラブで､ある○

一昨年から小松一志氏をヘルムスマ

ンとして,NORCより参加してい

るコングレショナル・カップ･のホス

｜､クラブて．もある。このクラブの会

災を2度務めたロバート.ピアス氏

弐よ'日知の間柄｡#喫湾で一緒にク
ージングをしたこともある。

－
4剴

昨年は姉妹掴携25周年記念にあた

り，四H1lj市民の代表,lﾉLIH市ヨッ

トクラブの代表として，6月末に5

名がロングビーチ.ヨットクラブを

訪れ，ロバート・ピアス氏に会う機

会に恵まれた。予定していたクルー

ジングこそ時間の都合で､IIl',来なかっ

たが，大いに親交を深めることが出

来た。数年前に交換したバージ（奇

遇にも星の有無を除いて同一デザイ

ン）がクラブハウスの2階のバー上

の梁の中央に飾られているのを剛認

してきた。

l几旧市ヨットクラブは小さなクラ

ブて､､はあるが，海の彼方には大きな

鍵kがいるのが自慢なのである。い
,Lはシドニーにも姉妹クラブを作

るのが夢でもある。

NORC東海支部四卜|-IIjフリート

の旧f体が，この|几l1l市ヨットクラブ

なのて､ある。会員艇は30，これ以|z

増えも減りもしない。何故ならば艇

を安全に係留出来るのはこれが限度。

ほとんどがNORCの会員，会友艇

で､ある。

会長は御存知加藤蔵男，艇名“ア

ルコバレーノ”，クラブハウスに一

番近い所が会長のバースで､ある。艇

はほとんど動かず，まるで鋤直物の

養殖場て鹸，たまに動いたかと思う

と，養殖した動植物を採集し，厚化

粧をするためにクラブハウス横の陸

置場への移動である。

海上，陸tの施設を管理するのが

ハーバーマスターの“あかとん

ぼ”，毎日愛犬の散歩を兼ねての巡

回に頭が上がりません。お手伝いは

“オクトーバー”‘‘ピーターパ

ン”，“オリオン”‘‘ロード

ス”，“ブイ・マックス”。’ﾉL旧市

ヨットクラブて鹸は第3H曜Rが月1

回のレースHであり，その前日が

ミーテインク守になっている。そのう

ち4月と10月は対岸の勉h奇ヨットク

ラブとの親善レースになっており，

8月には伊勢志摩方面でのミーティ

ングと|ﾉL旧市に向けてレースがあり

ポイン|､が高い。加藤会長のアルコ

バレーノ以外は殆ど参加すると言っ

て過言だろうか。レース委員は昔|要

かしい我等が“ハリマオ”，オー

ナーはアルコール依存症。その他お

手伝いに“アニー”，“グーニー

ズ罰，，“龍”・

圧巻は年末の納会,IIL旧市の経済

人が，政治家が一堂に会し，家族

共々我を忘れての2時間，拙劣は

“ばっかす”改め“弥次喜多”を長

に“ブルー”，“ミッキー．マウ

ス”“ゴロンドミナス”，“あき

かぜ”，“碧洞”の面々。

四H市ヨットクラブの財布を握っ

ているのも“ハリマオ”・お手伝い

は“菫夢”・

全国の四日市ヨシ|､クラブの会員

が，月-1mの発行を楽しみに侍って

いる（時々待つだけの月もある)Y

YC(わいわいしい）ニュースの印

刷は“キャッスル”･クラブハウス

には各艇の素晴らしい水彩画力謁示

してある。特に“シー．ハミング”

の出来が良い。作者は言わないて､､お

こう。百間は一見にしかず，是非

見にきて頂きたい。

その他，蓋己に“キャンディー．

キャンディー”，安全に“シルバー

・ウエーブ”，“観空”とレースが

仕事みたいな“富羊”，“ラファー

ル，，，無線に“プロパンガス”いや

違った“プロパックス”，計測に元

祖“ゼロ”（最近名を真似た？艇が

ある），それとどんじりに控えた

‘‘トム．ボーイ，，（これも類似品が

出凹っている)。以上が四ll市ヨッ

トクラブの全メンバーで，各艇が何

らかの役目についている。これが嫌

でクラブを脱退した艇はいない，と

思う。

現在の施設は,先に延べた係留杭，

クラブハウスと斜路陸置場,駐車

場'それとケスト優先の長さ約50m

のポンツーンしか無いが,今後はロ

ンク響ビーチ並にクラブ前の幅200m,

長さ2,000mの運河を四日市ヨット

クラブのヨットで一杯にするのが夢

である。今年はリゾート元年。休暇

も増え，サンベルトゾ、－ン構想に基

づき，三重県もマリーンリゾートが

建設されようとしている。これが起

爆剤となって’四H市一のヨット基

地となるよう，今後とも関係諸氏の

准岬解と御協力をお|頓いする。

四日市ヨットクラブ鈴木史郎

？
⑭

＝
蕗

‘-一展紫
建
零
零
審
、
１

■
４
１ 毒

宝三二＝
ご～L÷くみ

ー

＝ －
『
緑
へ
客
・
子

霧毒壼当蕊 軸

三首二

三畠二
一

幸達一一一
一

ヨ

工業地帯に囲まれたハーハー
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去りゆく夏も待っていた／『石

原裕次郎メモリアルレース」（関東

支部主催）が9月10日行われた。今

年で3回目を迎え，夏の終わりを告

げる風物詩となりつつあったが，今

年は台風のため2週間順延。だが，

高気圧も裕ちゃんファンなのか，

しっかりと太平洋上に居残り，絶好

の真夏Hをもたらしてくれた。

レースは油壺沖→上マーク→江ノ

島沖,そして今年7月点灯した葉山・

森戸海岸にある「裕次郎灯台j沖の

マークをl可って油壺沖に戻るコース〈

昨年より導入の，風の強さによって

3段階のCRレーティングのうちい

ずれかを適用するAクラスと，レー

ティンク翻なし，ヨーイドンで早いも

の勝ちのBクラスに別れて行われた。

参力艇はAクラス127艇,Bクラ

ス59艇の計186艇昨年を45艇上回

り，もちろん国内では最大規模の

レースだb

午前10時45分，ゼオ､リコによる仕

切り直しののち，峰メイキッス号”

て駆けつけていただいた霜蕊久弥氏

の打ち上げた号砲でスタート。午前

中は南の風.3mと軽量艇有利のコ

ンディションであったが，各艇が江

ノ島沖ブイを、る前後から風が強ま

り，重量艇有利に。ファーストホー

ムはおおかたの予想通りULDB

“摩利支天"。Aクラス優勝は，“海

太朗”が勝ちとった。（仔細成績は

別表P14参照）

レース後，午前6時よりパーティ

が『油壺ベイヨットクラフ］で行わ

れた。レース参加者，および家族が

集い，総勢1,000人の大イベントに。

飲み放題のSUNTORYピーﾙ,基
楽しみ抽選会，ビンゴゲーム，シ

、

ズバンドの生演奏といった趣向を楽

しみながら，参加者は，今日のレー

スに，いく夏に，そして裕ちやんに

と，それぞれ思いを馳せていた。

ス
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上：左から“アマトラ”、“ニ

ンジャ"､“カラス"･中左:‘海

太朗"･中央：光。中右：“コ

ンテッサⅧ"･下：左側に“ハ

ーフタイム”

鍔
Ｌ
矛

§
J△

了'、、

■
．
■
■
■
■

｡■b

左：「ビールはいらんかね－

おいしいSUNTORYMALTS

はいらんかね～」左下：パ

ーティ会場は1000人の参加

者でこ．ったがえした。下：

あいさつに立つ並木関東支

部長
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写真提供：関東支部玄報委員会"摩利支天"の見事なスピン取り込み
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団体窓口 NORC保険デスク

蕊劇蕊巽鯉鯉棄魂天理ピﾙﾌﾘー タｲﾔﾙFAX
NORC保険デスクより

０
０
１
９
４
３
４
６
２
－
０
５
’
９

０
２
２
－
１
３
０
０愛艇の価値は言い方がよい？

NORC認定代理店一覧
「ヨット保険は高いから･･」というお話を11ijうことが

多いので､す。トータル的に高いと感じられるのは，平均

的に申し上げて、その保険料の約8割を占める，船体保

険料が高いということて､鶴はないかと思いますが本当にそ

うでしょうか。

船体保険料は船体1剥命金額と船体保険料率の積で算ll'1

されますので，今回は船体保険金額の決め方についてご

説明致します。

船体保険金額は，その船体時価て､決まI)ます。ヨット

も経年数と共に価値が下がりますので，その基準とし

て,NORC標準船{llliの考え方を導入しています。船令

と艇のタイプ。から減価倣却率を求めて、その艇の雄造価

格の積て算出されます。

この標準船価はあくまで基準て､､すから，同年製同艇種

の中古艇価格等を参考にして修正を加え，船体保険金額

を決定しています。

この様にして決定された船体保険金額が高い(?)と船体

保険料は高く(?)なi)ます。

少し観点をかえてみますと，船体保険金額とは，艇が

全損になったときに僻灸金として支払われる妓大iil![と考

えると判りやすいて､､しよう。

万一事故発生となって保険金を受け取る立場になl)ま

すと，ご自身の纈斉的損失の全てが保険金て､､カバーされ

ることを大多数の方が希望されます。

すると，船体保険金額をNORC標準船価の許容範囲

内て､最高値に決定することにな')ますのて､、結果として

船体保険料が高くなってしまうことになるのです。

十分な補償を受けるためには、イ‘,言干の負担は必要に

なってきますのて､､ご]承いただければと思います。

詳細はお問合せ~ﾄー さい。

名称・会員名 住所 TEL・FAX

T：O3-586-6297

F：03-584-6203

T：045-503-5377

F：045-503-1406

T:0428-31-5894

㈱石川保険事務所

石ﾉ|｜昇

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

横浜市鶴見区市場大和町4－l

仙台屋ビル

オフィス･マリン

ニ階堂隆

青梅代理店

根岸径樹

青梅市新町848

新町台マンション107

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

㈱ビーアイェー

秋岡康夫

Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｆ
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Ｆ
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ｌ
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ｌ
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ｌ
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03-586-4411

03-583-2696

03-583-0783

03-584-6269

03-586-35虐匡

㈲T・A・代理店

酒井直樹

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

㈱太陽保険事務所

山口憲二

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル
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㈱横浜マリンサービス

飯山浩司

横浜市中区長者町9－175

㈱オフィス・ギンザ

竹内誠

横浜市鶴見区市場大和町4－］

仙台屋ビ．ル202

笹岡損害保険サービス

笹岡耕平

大阪市鶴見区浜2－4－47

保険のカトー

加藤幸雄

静岡市石田3－15－5

鎌倉市由比ヶ浜2－17－22T、I．C

田中斎英

半田市亀崎6－80－14KATO

加藤繁雄

T：0569-28-2340
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広島市西区天満町3－19－2()3

階
リナトーインｼｭｱﾗﾝｽｵ7ｲｽ

佐藤克則

鈴木総合保険事務所

鈴木幹夫
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半田市吉田町4－lO8－lT

F

k阪市北区紳根崎2－15－29T

F

広賜市中Ⅸ1，;;i-t兄町2-9-103"1,

F

ﾒ<阪市北区?;I根岫2－15－29㈱ファミリー旅行･ｷl

Jf川順
歩

皿’

灯I久保険,粥務所

知久良広
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NORCオリジナルトレーナー頒布

新たに極上の布地を使用した，オリジナルデザインの

トレーナー（写真~－-長そで；サイズM,L)が出来ま

した。事務局て､､,6000円（送料込）にて頒布中て､､す。

＠申し込みはNORC事務局まで。

電話TEL.03-504-1911FAX.03-504-1914

f妙.’

旬

“癖Ⅷ閲ann"
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今月の表紙：

アドミラルズカツフ・89で､ル|f艇別2位の"WILL，

（撮影／添畑薫：提供／ニッポンチャレンジ

アメリカ杯'91委員会）

OFFSHORE第174号平成元年9月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価3()0円（郵送料46円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京部港区虎ノ門l-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒105

郵便振梼番号2-21787

印刷明宏印刷株式会社
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※各ショールーム営業時間10:00～18:叩休館B年末年始・夏期休業8
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L0.Aaggmrﾌ1〆一ニンクソf－ドを･含計狗･BEAM3.22m・

DR姪TfB23m･DI班2．8，”何．BALLAST.3Df“
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＊数種はすﾝ屯でBASE仕様の&のです

●Y－R3〃は基本仕様をべ電J旨.お客様のご要望により､仕様の変更

レーティング対策などをお打合せ”うえ建造いたしま式

●なお.シリース麓以外のご禍謹もお受けいたL誹餌

、戒ケフヲー'‘は.米国天ユポン社のアラミド繊維の登録商擦で

有能なクルー､経験豊かなスキッバー､そして幸運。レースに勝利をおさめるためには、好条件を揃え-すぎることはない。ここに勝利を目指す

ための条件を結晶させたクルーザーがある。Y-R301I。長く狭い水線面形状とシャープなエントランスアングル､大きなセイルエリヌ水槽

テストにより抵抗を最小限におさえた新形状キールが､切れ味のいい走りを生み出すみさらに､幅広のビームとクルーによるスタビ'ノティの向上、

クルーワークがしやすい広いコクピットと､エクステリアも走りを最優先｡う°レーニングボードも標準装備｡ハル構造はバルーンマット仕様､GRPサ

ンドイッチ仕様、ケブラーRサンドイッチ仕様の3タイプ。から選べる。勝利を目指して､限界に挑戦し続ける男達におくる､生粋のレーサーだ。
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●

ⅡHⅡⅡMAHIN[llf[!安全がマリンスポーツの基本で一士

⑳""‘
■天気予報を確認じて､無理のないセイリングを｡■法規やﾏﾅｰを守りましょう｡■立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は

避けましょう｡■点検･整備を忘れずに｡■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけないようにしましょう。
●カタログニ希望の方は､艇名･雑誌名を明記のうえ､宣伝課まで,,●ヤマハ発動機株式会社〒438静岡県磐田市新貝2500

●ヤマハ製品についてのお問い合わせヤマハ東京㈱･･･--…･盆03-444-9971ヤマハ中国㈱…．．…･盆082-285-4911

北海道ﾔﾏﾊ㈱．.････壷011-612-1060ﾔﾏﾊ中部㈱･…･････壷052-913-2121ﾔﾏハ四国㈱･…．｡…壷0878-67-380o

ヤマハ東北㈱･……．,念022-235←1031ヤマハ関西(㈱････-,･･･盆06－535－1671ヤマハ九州㈱･…･…‘缶092-472-5261

わたしたちはニッホンチャレンジ

アメリカ杯1991を応援していま魂
WPP0A『CHALLEM肥
,IJIERI(）4婚（7〃)1991


